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Ⅰ．工 事 概 要

Ⅱ．工 事 仕 様

１　工 事 場 所

２　建 物 概 要 

３　工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)

(1) 空気調和設備

　 (暖 房 設 備)

(2) 換 気 設 備

(3) 排 煙 設 備

2.  特　記　仕　様

建　物　名　称 構　造 階　数
延 面 積 

（㎡）

消防法施行令

別 表 第 一
備　考

１  共　通　仕　様

(1)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事

(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。

(1)　章及び項目は番号に○印の付いたものを適用する。

(2)　特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

 
・
 
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項
 
１

  一般共通事項の適用

・　ボイラー及び付属機器設備

・　ダクト設備

・　機 器 設 備

・　機 器 設 備

・　冷熱機設備

・　配 管 設 備

・　ダクト設備

・　排煙ダクト設備

・　自動制御設備

・　空気調和機設備

　　の提出を省略することができる。

　　機材等評価名簿」による場合は、標準仕様書第1編1.4.2の品質及び性能を有することを証明できる資料

 ３ 使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備

　　　(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　(3) 安定的な供給が可能であること。

　　　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　構内につくることが　　・ できる　　・ できない

　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。

　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない

　・ 設けない　　・ 設ける

　・ 建設リサイクル法対象工事（ 契約額１億円以上(税込) ）

　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め受注者自らの責任において適正に処理するものとする。

　・ マニフェスト管理一覧表の提出

　・ 運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出

　　　約における県内企業及び県内地場産品の不採用調書」を監督職員に提出しなければならない。

　　　　受注者は、工事の施工に関する下請契約において富山県内に本社・本店を置くものの中から選定し

　　　ない場合又は工事に使用する資材等について県内地場産品を使用しない場合は、あらかじめ「下請契

　　　　受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は富山

　　　県内に本社・本店を置くものの中から選定するよう努めなければならない。

　　　は県内地場産品（建設資材又は製品等で、県内で最終製造工程が施されたもの又は県内に本社・本店

　　　　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合に

 ３ 不採用調書の提出

 ２ 県内企業の優先選定等

 １ 地場産品の優先使用

　　　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　ホルムアルデヒドの放散量

　　　　規 制 対 象 外

ホルムアルデヒドの放散量 該当する建築材料

　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び

　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の

　　認定を受けた材料

第　三　種

　　ヒド発散建築材料

　　認定を受けた材料

　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の

 １ 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

　　有するものとする。

 ２ 下記に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証明とな

　　る資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾

　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することが

　　できる。

　　対象機材等　（ ・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　）

　・ 再資源利用計画書等の作成及び提出

　１ 工事実績情報の登録

　２ 下請関係の適正化

　３ 個人情報の取扱いについて

　４ 環境への配慮

　５ 材料・機材の品質等

　６ 地場産品の優先使用等

　７ 発生材の処理等

　８ 電気保安技術者

　９ 監督職員事務所

　10 工事用電力・水その他

　11 工事用仮設物

　常駐を要しない期間として取り扱う。

　　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における

　　 おける常駐を要しない期間

　　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間

　　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間

　　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間

　12 施　工　機　械

　13 現場代理人の工事現場に

　　　を置く取扱業者から調達したものをいう）を優先使用するものとする。

　動型建設機械を使用するものとする。

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○
○

 ・ 本仕様書の一般共通事項を適用する。

 ・ （ ・ 建築　・ 電気設備　・ 給排水衛生設備 ）特記仕様書の一般共通事項を適用する。

　・ 適用する。

　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。

 １ 使用する機材等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに適合するもの

 　 とする。

 ２ 建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(1)から

　　(4)を満たすものとする。

　　　(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ

　　　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗剤は、

　　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、「ホルムアルデヒ

　　　　　ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　(2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　　(3) 接着剤は、可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発

　　　　　性可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

　　　(4) (1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ

 　編)令和7年版」、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)令和7年版」及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)

 　令和7年版」による。

　次のいずれかに該当し、かつ、その期間が書面により明確となっている場合については、専任を要しない。

 　　専任を要しない期間     (1)請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間

    (2)自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的に一時中止している期間

    (3)工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、

     　後片付け等のみが残っている期間

  14 主任技術者又は監理技術者の

　　　　　専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付け

　　　　られる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者にな

 １ 工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が受注者となった場合にお

　　ける技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによる。

　　　　配置する技術者は、受注者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。

　　　　り得る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの工事に

　　　　　同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。

 ２ １の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を行うも

　　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、

　または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成までに「富山県請負工事

　成績評定要領」第4第7項に定める様式により提出することができる。

　　受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこれ

　　(1) 建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合

　　(2) 建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合

　を拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督職員に報告するとともに、警察に届け出なけ

　ればならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速やかにそ

　の旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督職員に報告する

　とともに、警察に届け出なければならない。

　　　　　　　　 技術者の増員等

　　　　 介入を受けた場合の措置

　　　　　　　 ・社会性等の実施

○

○

○

 　(1) 設計図の製本

 　(2) 工事写真

　着工時　・ 原図版　　部　　・ 縮小版　　部

　標準仕様書によるほか次による。

　デジタルカメラ(130万～300万画素)による撮影

　　　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 　部

　　　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) １部

　　　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ キャビネ版　　　　　　　 部

　主要な機材については、発注前に納入仕様書等を提出し、監督職員の確認を受ける。

　監督職員の指示する書類。

 　(3) 機材の仕様

 　(4) その他

 　(5) 完成時の図書 　・ 完成図（設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの） ・ 原図版　　部　　・ 縮小版　　部

　・ 電子納品対象工事（以下に記す書類を電子納品する。）

　・ 保全に関する資料

　・ 完成図CADデータ

○
○

○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

　　　・ 工事写真　　・ 施工計画書　　・ 完成図(CADデータ)　　・ 参考図(ラスターデータ)

　　本工事の請負代金額については、富山県が先行発注した下記の工事（以下「先行工事」という。）の受

　注者がその工事の工事完成日までに本工事についても受注した場合には、全工事の設計額の合計額より定

　し、変更するものとする。

　　　工事番号：　　　　 　工事名:

　　　　　　　 の取扱いについて

 １ 受注者は、実際の施工に際しては、事前に提出し適正とされた技術資料（技術提案書又は簡易な施工計

　　画）の内容を履行すること。

 ２ 受注者は、事前に提出した総合評価方式に係る技術資料に記載した配置予定技術者を配置しなければな

　　らない。

 ３ なお、上記１、２を履行できない場合及び、受注者が事前に提出した総合評価方式に係る技術資料に記

　　載した内容に虚偽の報告があった場合においては、富山県公共工事総合評価方式施行要領に基づき工事

　　成績の減点（標準型においては、工事成績の減点及び違約金の徴収）をすることがある。

　まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額をもって速やかに再積算

　　のとする。

 ３ 工事の品質を確保するため、特記仕様書に示される施工に関する試験基準を２倍の頻度をもって実施し、

　　品質管理を行うものとする。

　　　対象工種　　　・○○工　・□□工　　　・△△工　

　17 工事特性・創意工夫

　18 暴力団関係者から不当な

　19 低入札となった場合における

　20 近接して工事を発注する場合

　21 総合評価方式

　22 提 出 図 書 等

　23 電　子　納　品

　　(4)(1)又は(2)に類した理由で、工事が不稼働である期間

　　(5)橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行

     　われている期間

　　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安

　全教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。（「富山県土木工事共通仕様書」1-

　ない。（「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-13）

　　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督職員の指示により必要な協力をしなければなら　16 調査・試験に対する協力

　15 安全教育・訓練の実施

○

 
・
 一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項
 
２

○
○

○

○
　　 備編-(改訂第3版)」

　１ 適 用 基 準 等 　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(令和5年版)」及び「工事写真の撮り方-建築設

　　技能者を配置する場合は、あらかじめ施工計画書により、登録者情報や配置予定期間、作業内容等を発

　　注者に報告することとし、配置予定期間及び完成検査時において、発注者による履行の確認を行うこと

　　とする。なお、履行が確認できない場合、富山県公共工事総合評価方式試行要領に基づき工事成績の減

　　点をすることがある。

　・ 富山県電子納品運用ガイドライン(案)〔建築工事編〕（平成22年４月（平成26年10月一部改定））

○

○

 ・ 本工事は「登録基幹技能者の配置」を活用した試行工事であり、受注者は、下記工種において登録基幹

工　種 品　目 規　格

工　種 品　目 規　格 製品名

 　(1) 開口部補強筋

 　(2) 機器の基礎

　　　　　　　解体等の作業

　・ 配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　　 ・ 熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

　・ 建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・ 冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

　・ 下記の品目については、「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」において優先利用グ

 　 ループに区分されている製品を使用する。

　　 　※ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督職員と協議し、通常製品(新材で製造された製品)

　　　 　へ変更できるものとする。

　・ 「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」に基づき、パイロット工事として下記の製品

 　 を使用する。

　工事区分表によるほか、次による。

　補強を要する鉄筋コンクリート駆体(梁、壁、床)の貫通スリーブ補強筋は (・別途  ・本工事)とする。

　壁、床貫通の仮枠(盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等)の補強筋は (・別途　・本工事)とする。

　屋上基礎（・別途　・本工事）　屋内基礎（・別途　・本工事）　屋外基礎（・別途　・本工事）

　・ 別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　・ 本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）

　　　※足場の設置においては、「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」における2の(2)手す

　　　　り据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うものとする。

　　石綿等が使用されている場合、石綿障害予防規則に基づき、作業を行うこと。また、解体等の作業にお

　ける保護具の装着・湿潤を保つ費用、石綿の使用の有無を分析によって調査した場合に要する費用等及び

　それらに費やす工期については、監督職員と協議を行うこと。

　施工時間、工程、安全対策、工事用道路、仮設設備等は監督職員と協議する。

　３ 技能士の適用

　４ 認定リサイクル製品の使用

　５ 建築工事との取合

　６ 足場、さん橋類

　７ 建築物又は工作物の

打設日

補正値

7/19～8/303/15～7/18 8/31～11/15 11/16～3/14

6 N/mm2 6 N/mm23 N/mm23 N/mm2

 　(1) 残土処理

 　(2) 埋め戻し及び盛土

 　(3) 地業工事

 　(1) 普通コンクリート

 　(2) 鉄　　　筋

　・ 構内敷きならし　　・ 構内の指定場所に堆積

　・ 構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　）

　　　 ※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公

　　　　 共工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。

　・ 根切り土の中の良質土　　・ 山砂

　砂利事業（ ・ 切り込み砂利　　・ 切り込み砕石 　・ 再生クラッシャラン ）

　・ レディミクストコンクリート( ・ Ⅰ類　・ Ⅱ類)　　・ 現場練りコンクリート

　コンクリート設計基準強度( ・ 18N/mm2-15-25(捨てコン)　・ 21N/mm2-15-25　・ 24N/mm2-15-25 )

　　　　構造体コンクリートの強度補正値

　コンクリート強度試験( ・ 実施する　　・ 省略する )

　・ 異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345 )

　８ 土　工　事

　９ コンクリート工事

　　　　建築設備　　　　　・ 甲類（特定の施設）　　・ 乙類（一般の施設）

○  １「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年3月28日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」によ

　　る耐震安全性の分類は下記による。

　　　　構造体　　　　　　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　　　・ Ⅲ類

　　　　建築非構造部材　　・ Ａ類　　　・ Ｂ類

　　1) 設計用水平地震力

　　　機器の重量[kgf]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次

　　　による。

　　法人建築研究所監修）による。

 ２ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」（独立行政

　10 耐震安全性の分類と耐震施工

　　系統図、機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の運転操作説明板を機

　械室に設ける。説明板の大きさは約　　㎡とする。

　・ 本工事　　　・ 別途

　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

　　　・ 風量調節　　　・ 水量調節　　　・ 室内外空気の温湿度の測定

　　　・ 室内気流及びじんあいの測定　　 ・ 騒音の測定

 １ 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。

 ２ 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。

 １ 地中埋設標　　　　　・ 要（図示による）　　・ 不要

 ２ 埋設表示テープ　　　・ 要        　　      ・ 不要

　標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。

 １ 建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。

　　　・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　

 ２ 溶接部の非破壊検査　　　　・ 要（抜取率　・標準仕様書による　　・　　　％）

　11 運転操作説明板

　12 総 合 調　整

　13 容量等の表示

　14 地中埋設標等

　15 埋設管の防食処理

　16 配　　　　管

 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温

　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外多湿箇

　　温材を使用するものとする。

 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。

 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。

　　温水、蒸気、冷水、冷温水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱で

　きる金属製のカバーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外

　及び多湿箇所は( ・ ステンレス鋼板　　・　ガルバリウム鋼板　　　　　)とする。

 １ 適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。

 ２ 屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。

 ３ 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。

　　　・ 機械室内　　・ (　　　　　)

 １ 既存コンクリート床及び壁の配管用貫通部の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。

 ２ 事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行う。

　コンクリート埋設部のＸ線探査は（ ・ 要　　・ 不要 ）とする。

　既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する。

　・ 紙製（一般床、壁）　・ 鋼製（梁、水密を要する地中等）　・ 塩ビ製（水密を要しない地中等）

 １ 各種配管の試験は、新設配管に適用する。

 ２ 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

 １ 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・ 本工事　　・ 別途工事)とする。　

 ２ 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・ 本工事　　 ・ 別途工事)とする。

　17 保　　　　温

　18 弁類の保護カバー

　19 塗装及び防錆工事

　20 は　　つ　　り

　21 ｺﾝｸﾘｰﾄ埋設部のＸ線探査

　22 穿　孔　作　業

　23 ス　リ　ー　ブ

　24 試　　　　　験

　25 電　気　工　事

　　　　　℃ 　　　　　％ 　　　　　℃ 　　　　　％ 　　　　　℃ 　　　　　％

　　　　　％　　　　　℃　　　　　％　　　　　℃　　　　　％　　　　　℃夏　季

冬　季

湿度(RH)温度(DB) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

一 般 系 統

室　　　　　　内
外　　　　　気

 　(1) 付属物

 　(2) ばいじん濃度計

　１ 設 計 温 湿 度

　２ 煙　　　　道

　３ ダ　　ク　　ト

　７ 配　管　材　料

34.9 55.8

-1.0 72.3

 
・
 
空
 
気
 
調
 
和
 
設
 
備

　伸縮継手、掃除口の取付位置は図示による。

　ばいじん濃度計を( ・ 設ける　　・ 設けない )

　ばいじん量測定口は口径80mmとし、取付け位置は煙道の直線部分とする。

　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））

　・ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による）

　冷温水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　冷却水管　・ SGPｰVA　・ SGPｰPA　・ SGPｰ白　

　油　　管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒　屋内配管）

　　　　　　・ 合成樹脂外面被覆配管用炭素鋼鋼管（PLP　地中埋設）

　４ 風 量 測 定 口

　５ チ ャ ン バ ー

　６ ダ　ン　パ　ー

 １ 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸法を示す。

 ２ 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャン

　　バーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。

 ３ 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管(呼び径20)を取付け、屋外又

　　は間接排水口に導く。

　・ 次の位置に取付ける。（ ・外気ダクト　・還気ダクト　・空調機の吐出、吸込ダクト　・分岐ダクト ）

 １ 防煙ダンパー　　　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）

 ２ ピストンダンパー　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）

　　　　　　　　　　 　　煙感知器、連動制御器及び配管配線は（ ・ 別途　　・ 本工事 ）とする。

　・ 取付位置は図示による。

  ・ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

　蒸気往管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒）

  蒸気還管　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370　黒管　Sch40）　・ ステンレス鋼管（SUS304）

　膨 張 管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　　　施工後確認試験　　・ 要（引張試験機による引張試験）　・ 不要

　　3) あと施工アンカー

　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　2) 設計用鉛直地震力

　　　　注2) 水槽類にはオイルタンク等を含むものとする。

　　　　　　13階建以上の場合は上層４層とする。

　　　　　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階建の場合は上層３階、

　　　　注1) 上層階の定義は次による。

　　　　　　　 　　・ 水槽類（ ・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）　・ 排煙設備機器

　　　　　　　 　　・ 中央監視装置　　・ 空気調和機（ ・ ﾕﾆｯﾄ形　・ ｺﾝﾊﾟｸﾄ形　・ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形）

　　　　重要機器　 ・ ボイラー　　　　・ 冷凍機　　　　　・ 冷温水機　　　　・ 冷却塔

　　　設計用水平震度
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及び塔屋

上層階,屋上

中間階

地下・１階

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

一般機器重要機器一般機器重要機器

一般の施設特定の施設
機器種別設置場所

　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

　８ 弁　　　　　類

　冷 媒 管　・ 断熱材被覆銅管　　・ 銅管

　ドレン管　・ VP管　　・ 耐火二層管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　・ 図示による　　　・ 図面に特記なき場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　・ 鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

　　・ 冷凍機の冷水管及び冷却水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　　・ 吸収冷温水発生機の冷温水管及び冷却水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　　・ 冷温水ヘッダーの（・各送り管 ・各返り管）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　次の管に取り付ける。なお、瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とする。

 　　取付用タッピング

　11 瞬間流量計又は瞬間流量計

　12 油面制御装置

　９ 温　　度　　計

　10 圧　　力　　計

　次の位置に取り付ける。なお、温度計は円形指示計とする。

　　・ 冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ 吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ ボイラーの温水管（返り）

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）

　　・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

　　・ 冷温水ヘッダー(往)冷温水ヘッダーの各返り管

　　・ 空気調和機(パッケージ型を含む)のサプライチャンパー、レタンダクト、外気取り入れダクト及び

　　　 レタンチャンバー

　次の位置に取り付ける。

　　・ 冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）

　　・ 吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

　制御盤には（ ・ 遠隔警報　　・　電磁弁制御　　・　　　　　　）の端子を設ける。

　３ 排煙口開放及び復帰方式

　なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

　図示の位置に取り付ける。

　標準仕様書第2編3.1.4によるほか、下記による。

　　・ 隠蔽ダクトのフランジ部(補強を含む)は厚さ25mmの保温を重ね巻きを行うか、保温厚さをフランジ高

　　　 さ+10mm以上とする。

　　・ チャンバー及びダクトの消音内貼り(図示個所)を施した部分は外部の保温を不要とする。

　図示の位置に取り付ける。

　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、(2.3.1.5)の排水管の項による。

　　・ 建物内の空気抜き弁までの配管の保温は、(2.3.1.4)の温水管の項による。

　　・ 暖房する室(天井内含む)の蒸気立管及び分岐管は保温を施す。

　　・ 露出部の冷媒管の外装は（ ・ 図示　　・ 保温化粧ケース　　・ 　　　　　　　）とする。

　　　 屋外に保温化粧ケースを使用する場合は、ケース内に水が侵入しないよう必要に応じてシールする。

　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））

 
・
 
換
 
気
 
設
 
備

 
・
 
排
 
煙
 
設
 
備

　図示した位置に取り付ける。

　空気調和設備の当該項目による。

　空気調和設備の当該項目による。

　次のダクトは保温を行う。

　各居室において、換気量を測定し、必要換気回数以上であることを確認し、監督職員に報告すること。

　図示による。

　・ 厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚いものを使用する。

　・ 厨房系統　　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　

　・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板(厚1.6m)

　・ 電気式（遠隔操作　・ 要　　・ 不要）　　・ ワイヤー式

　13 遠隔油量指示計

　14 絶　縁　継　手

　15 保温及び遮音

　１ ダ　　ク　　ト

　２ 風 量 測 定 口

　３ ダ　ン　パ　ー

　４ シールする排気ダクトの系統

　５ チ ャ ン バ ー

　６ 保　　　　　温

　７ 24 時 間 換 気

　１ ダ　　ク　　ト

　２ 排煙口の形式

　４ 排煙風量測定

　　・ 外気取入ダクトの保温要　( ・ 全て　　　・ 　　　 )

　　・ 排気ダクトの保温要　( ・ 外壁から1m　　　・ 　　　)

　　・ 返りダクトの保温要

　　・ 外気ダクト（図示なき場合は全て。全熱交換ユニットの二次側含む。）

　　・ 多湿箇所のダクト（範囲は図示による。）

　　・ 排気ダクトの保温要（範囲は( ・ 外壁から1m ・ 図示による。)）

 
・
 
自
動
制
御
設
備

　図示による。

 １ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11による。（機器、盤類を除く。）

 ２ 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

 ３ 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

 
・
 
消
 
火
 
器
 
設
 
備

 
・
 
撤
 
去
 
工
 
事

　・ 引渡しを要するもの（ ・ 図示による　　・　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 再資源化を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　 同上の処理方法　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　図示による。

　ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。

　・ アスベスト含有分析調（ ・ 定性分析　　・ 定量分析）ただし費用は別途とする。

　　 平成18年8月21日　基安化発第0821002号）におけるJIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有率測定方

　　 分析方法は「建材中の石綿含有率の分析方法について」（厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質

 ２ 冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。

 １ 冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、平成19年10月1日改正の「特定製品に係るフロン類の回収及び

　　破壊の実施の確保等に関する法律」による。

　　（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し

　　（イ）フロン類引取証明書

　　ただし、冷媒の回収等の費用は（　・ 本工事　　・ 別途　）とする。

　　 法」による。

 ・ 撤去方法　（ ・ 図示による　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（ウ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）

　１ 機　　械　　室

　２ 貯 油 槽 施 設

　１ 撤　去　内　容

　２ 支 持 金 物 等

　３ アスベスト含有調査等

　４ 冷媒（フロン類）の回収

　５ 発生材の処理等

　１ システム構成その他

　２ 電気計装用機材

　建築設備定期検査業務基準平成20年版（(一財)日本建築設備・昇降機センター)の排煙風量の検査方法に

　準じる。

  ２ 施　工　条　件

　　　・ 内部足場（脚立、足場板等）　・ 外部足場（・枠組足場　・くさび緊結式足場　・単管本足場）

　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-47個人情報の取扱い特記事項による。

　　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-33環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振

　1-1-29 工事中の安全確保）
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　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデ

○ ○

3階RC造

3階RC造

生物工学科棟

実習棟

○

機器更新工事

特記仕様書2025.4

工事名称

図面名称

設計番号

設計年月日

担 当検 印承　　認

M-02

S= －

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



１

機外静圧 40mmAq　ｺｲﾙ面風速 2.7m/s以下

加湿器:気化式加湿器(有効加湿量 14kg/H)

出口空気 DB 14.3℃ WB 13.9℃、冷水 8℃、90?/min)

2階無菌室

加熱能力 15,000kcal/H (入口空気 DB 12.5℃ WB 7.1℃、

出口空気 DB 26.9℃、温水 50℃、38?/min)

設置場所消費電力電 源設置場所消費電力電 源

FAN
1.5kW

OA 200m3/H

FMS-12と連動

送風量 1,500m3/H

ﾛｰﾙﾌｨﾙﾀｰ

ﾛｰﾙﾌｨﾙﾀｰ、防振装置、SUS製ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ付

3階設備室 (室内 25℃、±2℃)

１AHU-1

0.1kW
3φ200V

２室内機：天吊露出形

冷房能力：11.5kw

ｺﾝﾊﾟｸﾄﾕﾆｯﾄ床置垂直型、ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用(ｸﾗｽ 10,000)空気調和機

暖房能力 4,200kcal/H(室内 DB 22℃ 40%、外気 DB -2.4℃ 77%)

AHU-1

3φ200V
FAN

既製防振装置、SUS製ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ付

（3階精密機器室系統）

冷水量 20?/min 入口温度 8℃、温水量 7?/min 入口温度 50℃

加湿器:気化式加湿器(有効加湿量 2kg/H)

2.2kW

冷却能力 26,800kcal/H (入口空気 DB 28.9℃ WB 22.2℃、

空気調和機 床置垂直型、送風量 3,600m3/H、OA 1,400CMHAHU-2

（無菌室系統）

※温水ｺｲﾙ…再熱兼用

ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾕﾆｯﾄ交換型ﾌｨﾙﾀｰ(ﾏﾉﾒｰﾀ付)(NBS 60％) ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰ

空気調和機

撤 去 機 器 表

備 考数仕 様記 号 名 称

新 設 機 器 表

備 考数仕 様記 号 名 称

（無菌室系統）

3φ200V

機外静圧 70mmAq

冷房能力 4,900kcal/H(室内 DB 26℃ 50%、外気 DB 33.7℃ 59%)

(室内 25℃、±2℃)3φ200V １4階設備室1.5kW

0.1kW

FAN

3φ200V
ﾛｰﾙﾌｨﾙﾀｰ

※温水ｺｲﾙ…再熱兼用

床置垂直型、送風量 3,200m3/H、OA 200CMH

冷却能力 11,600kcal/H (入口空気 DB 26.4℃ WB 19.3℃、

出口空気 DB 15.5℃ WB 15.0℃、冷水 8℃、42?/min)

加熱能力 6,530kcal/H (入口空気 DB 20.4℃ WB 12.9℃、

出口空気 DB 27.4℃、温水 50℃、12?/min)

機外静圧 35mmAq　ｺｲﾙ面風速 2.7m/s以下

加湿器:気化式加湿器(有効加湿量 3kg/H)

ﾛｰﾙﾌｨﾙﾀｰ 予備ﾌｨﾙﾀｰ付、防振装置、SUS製ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ付

（4階
　核磁気共鳴測定室系統）

空気調和機AHU-3 空気調和機AHU-3

（4階
　核磁気共鳴測定室系統）

AHU-4 １

ﾛｰﾙﾌｨﾙﾀｰ
3φ200V

FAN

0.1kW

3φ200V 4階空調機械室2.2kW

ｺｲﾙ面風速 2.7m/s以下

ﾛｰﾙﾌｨﾙﾀｰ 予備ﾌｨﾙﾀｰ付、防振装置、SUS製ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ付

床置垂直型、全外気方式、送風量 3,800m3/H、機外静圧 30mmAq　

冷却能力 47,700kcal/H (入口空気 DB 33.7℃ WB 26.8℃、

出口空気 DB 14.6℃ WB 14.2℃)

加熱能力 39,600kcal/H (入口空気 DB -2.4℃ WB -3.4℃、

出口空気 DB 33.5℃)

冷温水量 159?/min(冷水入口温度 8℃、温水入口温度 50℃)

加湿器:気化式加湿器(有効加湿量 22kg/H)

空気調和機

（3階P2実験室系統） （3階P2実験室系統）

空気調和機AHU-4

同左 ユニット分割搬入

空冷ヒートポンプ
パッケージエアコン

同左

同左

ユニット分割搬入

ユニット分割搬入

AC-2
3階
精密機器室

M-03
2025.4 機器表　No.１

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

S= －

機器更新工事
富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



（移設）

AC-1

電 源 消費電力 設置場所 備 考数仕 様

空気調和機

（恒温測定室系統）

床置垂直型

室内条件 DB 23℃、RH 50％

冷水ｺｲﾙ：冷水入口  8℃、冷水量 59?/min

設置場所消費電力電 源

外気量　700?/ｈ

　　　　 (冬) DB -2.4℃、RH 77％

温水ｺｲﾙ：温水入口 50℃、温水量 26?/min(再熱兼用)

3φ200V

ｺｲﾙ面風速 2.5m/sec以下

2.2kW
FAN

加湿器:気化式 6.3kg/h

2階設備室 １

外気条件 (夏) DB 33.7℃、RH 59％

送風量　2,700?/ｈ、機外SP　31mmAq

積雪荷重は450kg/㎡とする。

撤 去 機 器 表

記 号 名 称

新 設 機 器 表

備 考数仕 様記 号 名 称

暖房能力 15,600kcal/ｈ 

冷房能力 17,600kcal/ｈ 

3φ200V

水平設計震度 屋上 1.0G、中間階 0.6G、1階･地上 0.4Gとする。

FAN
１

　　　　 重量法 50％以上、初期圧損 12mmAq以下

ﾛｰﾙﾌｨﾙﾀｰ：差圧ｽｲｯﾁによる自動巻取り及びﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁによる最終巻取り

警報付(外部警報端子付)

防振架台、ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ付、繊維製ｴﾘﾐﾈｰﾀｰ

注記：機器の構造及び据付は日本建築ｾﾝﾀｰ耐震設計・施工指針による。

(共通事項)

（3階RI実験室系統）

AHU-5 空気調和機

　　　　 自動制御盤付(外部一括無電圧警報端子付)

ﾛｰﾙﾌｨﾙﾀｰ

0.2kW
ﾌｨﾙﾀｰ

空気調和機

0.1kW

冷温水量 260?/min(冷水入口温度 8℃、温水入口温度 50℃)

3φ200V

加湿器:気化式加湿器(有効加湿量 43kg/H)

4階空調機械室

（3階RI実験室系統）

AHU-5

AHU-6

3.7kW

ｺｲﾙ面風速 2.7m/s以下

ﾛｰﾙﾌｨﾙﾀｰ、防振装置、SUS製ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ付

床置垂直型、全外気方式、送風量 7,700m3/H、機外静圧 35mmAq　

冷却能力 78,000kcal/H (入口空気 DB 33.7℃ WB 26.8℃、

出口空気 DB 17.6℃ WB 17.2℃)

加熱能力 75,100kcal/H (入口空気 DB -2.4℃ WB -3.4℃、

出口空気 DB 31.2℃)

1φ200V自動巻き取り形ﾛｰﾙﾌｨﾙﾀｰ(予備ﾌｨﾙﾀｰ付)

（恒温測定室系統）

AHU-6 空気調和機

生物工学科棟

1階電気室に移設

空冷ヒートポンプ
エアコン

3階精密機器室 １天吊形 1φ200V

定格能力　　　冷房：11.2kw　暖房：12.5kw

定格消費電力　冷房：0.10kw　暖房：0.10kw

同左

同左

（オーバーホール）

ユニット分割搬入

予備ﾌｨﾙﾀｰ付
同左

2025.4

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

S= －

機器更新工事
M-04

機器表　No.２

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



名 称記 号 仕 様 数 備 考

新 設 機 器 表

名 称記 号

撤 去 機 器 表

電 源 消費電力 設置場所 仕 様 数 備 考電 源 消費電力 設置場所

外気処理空調機

（生物有機化学
　　　　　実験室系統）

天吊り型(ｺｲﾙﾕﾆｯﾄﾎﾞｯｸｽ)

2階設備室3φ200V

暖房能力 6,600kcal/ｈ 

１

高機能ﾌｨﾙﾀｰ付：DOP除去率 90％以上

OACU-1

（動植物培養室系統）

1.5kW

送風機：送風量 800?/ｈ　機外SP 16mmAq （動植物培養室系統）

冷房能力 8,200kcal/ｈ 

予備ﾌｨﾙﾀｰ付

外気処理空調機OACU-1

冷房能力 19,000kcal/H　 冷水量 64?/min

1.5kW床置縦型　年間冷房専用

ﾌｧﾝｹｰｼﾝｸﾞ内防振架台付

3φ200V

初期圧損 17mmAq以下

１FCU-10 ファンコイルユニット

SUS製ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ付

ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ付

重量法除去率 50％以上

外気処理空調機

FCU-10

冷水入口温度 8℃、入口空気温度 DB 26℃、WB 18.7℃、

初期圧損 8mmAq以下

予備ﾌｨﾙﾀｰ付

粗塵ﾌｨﾙﾀｰ　：　合成繊維ﾊﾟﾈﾙ型

冷温水ｺｲﾙ面風速 2.5m/sec以下

冷温水入口温度条件　冷水  8℃

　　　　　　　　 温水 50℃

室内吹出空気条件 (夏) DB 26℃

　　　　　　　　 (冬) DB 22℃

外気条件　　　　 (夏) DB 33.7℃、RH 59％

　　　　　　　　 (冬) DB -2.4℃、RH 77％

(外気処理空調機共通仕様) 特記無き場合は下記仕様による

外気処理空調機OACU-2

（生物有機化学
　　　　　実験室系統）

冷房能力 32,000kcal/ｈ 

OACU-2

冷温水量 107?/min

FUFC-1と連動

冷温水量 28?/min

暖房能力 25,500kcal/ｈ 

-

天吊り型

- 4階設備室

外気最大処理風量　3,120?/ｈ

ファンコイルユニット

同左

同左

同左4階熱源機室

ユニット分割搬入

ユニット分割搬入

2025.4

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

S= －

機器更新工事
M-05

機器表　No.３

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



積算時間計付

名 称記 号 仕 様 数 備 考

新 設 機 器 表

名 称記 号

撤 去 機 器 表

電 源 消費電力 設置場所 仕 様 数 備 考電 源 消費電力 設置場所

冷温水ポンプ 80Φ×65Φ×1,008 ?/min×22ｍ 1階熱源機室

２1階熱源機室

PCH-1

PCH-2

11kW

PCD-2PCD-2

PCD-1PCD-1

圧力計・連成計、防振架台付

片吸込渦巻型 ２

冷却水ポンプ 冷却水ポンプ

冷温水ポンプ

圧力計・連成計、防振架台付 PCH-2

PCH-17.5kW

3φ200V125Φ×100Φ×1,667 ?/min×20ｍ片吸込渦巻型

3φ200V

開放式角型超低騒音タイプ冷却塔CT-1

CT-2 冷却能力（二重効用吸収式 100RT用）

冷却水量　1,667 ?/min

37.5℃ → 32℃ 外気条件 WB 27℃  DB 33.7℃

防振架台付

２3.7kW3φ200V 4階屋外

2回路真空式温水器HV-1 １1階機械室定格出力　270,000kcal/ｈ 伝熱面積　3.86㎡

バーナー型式　BMV-50

ガス消費量　65.9Nｍ3/ｈ→中央監視に運転表示･一括警報表示

ガス種類  　6C → 13A

同左

同左

HV-1 真空式温水器

CT-2

CT-1 冷却塔 同左

同左

2025.4

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

S= －

機器更新工事
M-06

機器表　No.４

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



CS2

実 習 棟

EV
ﾋﾟｯﾄ

共同溝

配管ピット

ド
ラ
イ
エ
リ
ア

置場

Ｒ－１
排水処理槽

共同溝

共同溝

WC

発
電
機
室

ピット

共同溝

設備ヤード

ピット

ピット
ピット

ピ
ッ
ト

ピ
ッ
ト

共同溝

ＥＶ
ピット

ＥＶ
ピット

空調機械室

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

ド
ラ
イ
エ
リ
ア

共同溝

共同溝

階段Ｉ

倉庫２

中央管理室

階段Ｍ

空調機械室

前室

階段Ｎ

共同溝１

共同溝２

免震ピット１

免震ピット２

電気室

受水槽室

変位記録装置

変位記録装置

変位記録装置

変位記録装置

ドライエリア1

湯沸

階段Ｏ

共同溝

階段C

倉
庫
１

非常
EV２

乗降
ﾛﾋﾞｰ
10

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ2

WC

和室

共同溝

ド
ラ
イ
エ
リ
ア

共同溝１

ボイラー室
００１

００３

清掃員室
休憩室

電気室

００５

CS2(教職員共通棟系統)

中央棟

厚 生 棟

講 義 棟

環境実験棟２

パステル工房

生物工学科棟

合 同 棟

研 究 棟

本 部 棟

図 書 館

4
2
,
0
2
0

機器更新工事対象棟

地階ピット

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

M-07
機器更新工事

2025.2 全体配置図
S= －

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター



１０１

会議室 所長室

書庫

正面玄関

事務室 セミナー室

生物工学研究センター

共同実験室

ＥＶＷＣ

ｷｭｰﾋﾟｸﾙ

中庭

自家発電機室

ＷＣ ＷＣ

講義室

講義室

雑庫
共同会議室

１０７

１０２ １０４ １１１ １１２ １１３
１１５

１３１

Ｋ１３６

Ｋ１３２

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

3
82

0

6
30

0
22

0
0

7
10

0
12

00
0

電気室

排水処理槽

機械室

ＷＣ

EPS

機器更新作業エリア

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

A1：S=1/100
作業エリア詳細図 1階

機器更新工事

2025.4

M-08

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター（１Ｆ）



動植物培養室恒温測定室

教員室暗室
実験室

Ｘ線回析

セミナー室
微生物工学研究室教員室教員室

微生物工学実験室

ＥＶ

吹抜

ＷＣ

学生実験室

ｼﾞｬｰﾌｧﾒﾝﾀｰ室

２３４２３２

２１６２１５２１４２１３２１２２０３

２３６２０６

２０２
２０１

２２１

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

6
30

0
22

00
7
1
00

12
00

0

第一低温実験室

無菌室

２２２

ＷＣ

培養室

２２３

培養準備室

２２０

設備室

機器更新作業エリア

無菌室

機械室

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

A1：S=1/100

機器更新工事
M-09

作業エリア詳細図 2階2025.4

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター（２Ｆ）



教員室教員室応用生産ﾌﾟﾛｾｽ学研究室第二低温実験室精密機器室

セミナー室
酵素化学工学研究室教員室教員室

吹抜

酵素化学工学実験室 応用生産プロセス学実験室

設備室

ＷＣ

ＷＣ

３３５３３４３３２３１５３１３

３１２
３０３

３３６

３２７

３２４

３２２

３２１

３２０

３０６

３０２３０１

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

63
00

2
2
00

7
10

0
1
20

00

ＥＶ

設備室

実験室

ＲＩ室

３２６

（Ｐ２）

３２３

機器更新作業エリア

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

A1：S=1/100

機器更新工事
M-10

作業エリア詳細図 3階2025.4

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター(３Ｆ)



設備室

ＥＶ

有機合成化学実験室
熱源機室

共同実験室
共同実験室

計算機室 セミナー室 核磁気共鳴測定室 質量分析室

吹抜

ＲＩﾌｨﾙﾀｰ室

屋　上

ＷＣ

ＷＣ

生物有機化学実験室

教員室教員室生物有機化学研究室

４３５４３４４３２

４３６

４１５４１３４１２４１１４０３４０１

４０８
４０６

EPS

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

6
30

0
22

00
71

00
12

00
0

空調機械室

設備室

機器更新作業エリア

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

A1：S=1/100

機器更新工事
M-11

作業エリア詳細図 4階2025.4

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター(４Ｆ)



Y4

屋上

吹抜

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

Y1

Y2

Y3

63
00

2
20

0
7
10

0

機器更新作業エリア

EV機械室

ファンルーム ファンルーム

ファンルーム

M-12
作業エリア詳細図 R階2025.4

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

A1：S=1/100

機器更新工事
富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター(ＲＦ)



3,0
00

Y ９

3,8
20

2,6
35

Y ８

3,8
20

Y ７

3,8
20

Y ６

3,8
20

Y ５

3,8
20

Y ４

≒
3,

19
2

Y ３

7,
10
0

Y ２

15,
600

2,2
00

Y １

6,3
00

Y ０

550
200

X ０

1,420 2,400

X １

3,820

X ２

3,820

X ３

3,820

X ４

3,820 3,820

X ５ X

3,820

６ X ７

3,820 3,820

X ８

61,120

3,820

X ９ X １０

3,820

X １１

3,820

X １２

3,820

X １３

3,820 3,820

X １４ X １５

3,820

X １６

3,820

X １７

15,
600

3,820 3,820 3,820 3,820 3,820 3,820 3,820 3,820

61,120

3,820 3,820 3,820 3,820 3,820 3,820 3,820 3,820

21
,1

07

7,
10

0
2,
20

0
6,

30
0

回廊

電気室

玄関

通用口

給湯

雑庫

ＰＳＰＳＰＳ ＥＰＳＥＰＳ

ＷＣ

女子

ＥＶ

男子

ＷＣ

ＰＳ ＥＰＳＥＰＳ

廊下

ＰＳ ＥＰＳ ＥＰＳ ＰＳ ＥＰＳ

図書資料室

ＥＰＳ

ＶＰ１００

ＶＰ１００

ＶＰ１００

ＶＰ１００ ＶＰ１００ ＶＰ１００ＶＰ１００ ＶＰ１００

ＶＰ１００

雑庫 設備室（１）

機械室（１）

階段室１ 階段室２

ＶＰ１００

機器更新作業エリア

実習実験室

実習準備室 実習準備室 教員室 教員室 植物機能工学研究室 コモン
スペース

微細構造解析室

セミナー室

植物機能工学実験室

2025.4

生物工学科棟(1Ｆ)

生物工学科棟 作業エリア詳細図 1階

機器更新工事

A1：S=1/100

工事名称

図面名称

設計番号

設計年月日

担 当検 印承　　認

M-13

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



H
R

G

G

G

G

G

G

G

G

 BV  80A×1

H
R

H

H
R

1階機械室

1
0
0A

1
0
0A

80A

10
0V

P

50
VP

50VP

2
5
A 100A

80A

50
VP

40A

20A

2
0
A

4
0
A

4
0
A

50VP

80A

20A

2

PWH電動三方弁装置

安全弁20
GV20
自動エア抜き弁

40A、40A、40A

THS

1

PWH

1

1

以後2階平面図

以後2階平面図

HV

HV-1 都市ガス

温水HV-1 給湯

温度検出器取付

 　ｺﾞﾑフレキ
 （テフロン製）

 40A×2

 GV（水抜き）  20A×1

　圧力計 　　　×2

　温度計 　　　×2

 ｺﾞﾑフレキ（2山）  50A×2

 安全弁  25A×1

 GV（水抜き）  20A×1

　圧力計 　　　×2

　温度計 　　　×2

H
R

H
RG

G

G G

G

 　ｺﾞﾑフレキ
 （テフロン製）

 40A×2

 GV（水抜き）  20A×1

 ｺﾞﾑフレキ（2山）  50A×2

 安全弁  25A×1

 GV（水抜き）  20A×1

 BV  80A×1

H

H
R

H
R

1
0
0A

HV

1
0
0A

1

80A

10
0V

P

安全弁20
GV20
自動エア抜き弁

50
VP

50VP

1階機械室

2
5
A

100A

80A

50
VP

40A

20A

2
0
A

4
0
A

4
0
A

50VP

40A、40A、40A

PWH

1

2

PWH

THS

1

以後2階平面図

以後2階平面図

80A

電動三方弁装置

20A

HV-1 給湯 温水

HV-1 都市ガス

昭和鉄工 CVS-270GM-2

新設機器撤去機器

新設型番メーカー名学内符号番号階

1階 HV-11階 HV-1

既設型番メーカー名学内符号番号階 備考備考

撤 去 新 設

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称
機器更新工事

M-14
１階平面図 A2：S=1/502025.4

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



C
R

CR

C

C

HR

H

H

OA

E
A

D

H
R

BV-1

AUH-1 無菌室

２２３

培養室

２２２

無菌室

1

AHU

SA
 2

50
×

25
0

RA
 4

00
×

20
0

20A

20A

25A

25A
VD

VD

SA
 4

00
×

20
0

25A

9 0EA 25A 9
0
E
B 
2
5
A

10K-ZFL 25A

9 0EA 25A 9
0
E
B
 2
5
A

10K-ZFL 25A

10K-ZFL 25A

9 0EA 25A 9
0
E
B
 
2
5
A

10K-ZFL 25A

9 0EA 25A 9
0
EB
 
2
5
A

150Φ

25
0Φ

加
湿
給
水
 2

0A

HR

C

C

CR

H

H

OA

E
A

H
R

C
R

D

BV-1

AHU

1

無菌室

２２２

２２３

培養室

AUH-1 無菌室

SA
 4

00
×

20
0

20A

20A

25A

25A
VD

VD

SA
 2

50
×

25
0

25A

RA
 4

00
×

20
0

150Φ

25
0Φ

加
湿
給
水
 2

0A

O
A

  自動制御弁   MV-2　25A×1、20A×1

R
A

R
A

O
A

  自動制御弁   MV-2　25A×1、20A×1

　圧力計 　　　　　　　　 ×4

　温度計 　　　　　　　 　×4

  自動制御弁   BV-1　20A×1  自動制御弁   BV-1　20A×1

AHU-1

撤去機器 新設機器

VD

撤 去 新 設

2階 AHU-12階

階 学内符号番号 メーカー名 新設型番備考既設型番メーカー名学内符号番号階 備考

DV-S3新晃工業

MD
VD
MDVD

VD

冷水・温水冷水・温水

※自動制御弁は自動制御機器

加湿給水加湿給水

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

A2：S=1/50

機器更新工事
M-15

２階平面図2025.4

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



C
D

C
D

C
D
R

C
D
R

D

屋　上

ＷＣ

CT-1 屋外
設備室

CT-2

VS4(K-RP-4Aﾍ)

2

CT

1

CT

150A

150A

125A

150A

125A

150A

125A

125A

50A

50A

32A

補
給

水

32A

5
0
A

C C
R

C
RC

D

ＷＣ

MD1(更新)

設備室

150A

屋　上

125A

100A

100A

100A

125A

100A 2

CT

CT

1

CT-2

150A

150A

150A

CT-1 屋外

C

C
C
R

D

CR

MV-1

熱源機室

４０１

X1 X2 X3

3820 3820

FCU-10 熱源機室

FCU

10

250φ

50A、50A

50A

50A
D

C

CR
C
C
R

MV-1

熱源機室

４０１

X1 X2 X3

3820 3820

FCU-10 熱源機室

FCU

10
50A

50A

50A、50A

250φ

※自動制御弁は自動制御機器

  ×2

  温度計

撤去機器

FCU-10

新設機器

4階

  温度計

※ 既設新設配管 
    研磨の上、防錆塗装+仕上塗装

  　　　　　　　×2

撤 去 新 設

FCU-10

階 学内符号番号 メーカー名 新設型番 備考備考既設型番メーカー名学内符号番号

CT-1

階

4階

信和産業㈱ SDW-R100ASS

DV-5新晃工業

4階

4階 CT-2 CT-2

CT-14階

4階

  　　　　　　　×2

  圧力計

信和産業㈱ SDW-R100ASS

  ×2

FCU-10　冷水

  仕切弁

  温度計

  GV　50A×2

  GV　20A×1

  ×2

  自動制御弁   MV-1　50A×1

  GV50　×2

  GV20　×1  仕切弁（水抜き）

  圧力計   ×2   圧力計

  仕切弁（水抜き）

  仕切弁

  MV-1　50A×1  自動制御弁

FCU-10　冷水

FJ(SUS)
25A-300L×2

  GV25　×2

  ﾌﾚｷシブルジョイント

  FJ　  125A×2  ゴムﾌﾚｷ（2山）

  BTV　125A×2  バタフライ弁

CT-1,2　冷却水

CT-1,2　補給水

×2セット

×2セット

  仕切弁

×2セット

CT-1,2　ドレン
  自動制御弁
　（ブロー用）

  仕切弁

 50A×1
(既設取外し再利用)

  GV50　×1

 50A×1
(既設取外し再利用)

  GV50　×1  仕切弁

  自動制御弁
　（ブロー用）

CT-1,2　ドレン

CT-1,2　冷却水

  バタフライ弁

  ゴムﾌﾚｷ（2山）

  BTV　125A×2

  FJ　  125A×2

×2セット

×2セット

CT-1,2　補給水

  仕切弁   GV32　×2

  ﾌﾚｷシブルジョイント FJ(SUS)
32A-300L×2

×2セット

※自動制御弁は自動制御機器

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

A2：S=1/100

機器更新工事
M-16

４階平面図2025.4

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



1

RR

C

100

100

CR

50GV

EE
3
23
2
8
0

8
0

50GV

CC
R

VD

250φ

R
R

R
R

ファンルーム 1

PH ファンルーム

　冷水バイパスバルブ
　電動二方弁　

 温度検出器取付(既存温度計取外し） 

ファンルーム 1

R
R

R
R

250φ

VD
C
R C

50GV

8
0

8
0

3
2

3
2

E E
50GV

CR

100

100

C

RR

1

PH ファンルーム

-

新設機器撤去機器

新 設撤 去

階 学内符号番号 メーカー名 新設型番 備考

-PH階

階 学内符号番号 メーカー名 既設型番 備考

PH階 VY5113J

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

A2：S=1/50

機器更新工事
M-17

PH階平面図2025.4

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



E

E

H
R

C
H
R

C
H
R

C
H
R

C
H
R

C
H
R

C
D

C
D

CD

C
D

C
H
R

C
D

C
H

C
H

C
H

HR

H

H
R

H
R

MV-2

PCD PCH
1

PCH

HV

1

12
5A

12
5A

12
5A

12
5A

20
0A

20
0A6
5
A

12
5A6
5
A

15
0A

15
0A

15
0A

15
0A

12
5A

100A

15A

80A

1 1
PWH PH PCD
1 22

自動制御弁

1階 機械室

40A

65A

65A

別紙 M-14参照

65A

PCD１、２　冷却水

×2セット

×2セット

PCH１、２　冷温水

150A

125A

温度検出器取付
（M14に記入）

  BTV   150A×2

　CV   150A×1

 ゴムﾌﾚｷ（2山）   150A×2

 GV（水抜き）  　 20A×1

  BTV   125A×2

　CV   125A×1

 ゴムﾌﾚｷ（2山）   150A×2

 GV（水抜き）   　20A×1

  BTV   125A×2

　CV   125A×1

 ゴムﾌﾚｷ（2山）   150A×2

 GV（水抜き）   　20A×1

E

C
H
R

C
H
R

C
H

C
H

C
D

C
D

C
H
R

C
D

C
H
R

C
D

H
R E

C
H
R

C
H
R

H

H
R

HR

C
H

  BTV   150A×2

　CV   150A×1

 ゴムﾌﾚｷ（2山）   150A×2

 GV（水抜き）  　 20A×1

PCD PCD
2

PCH
1

PCH
2

PH
1

PWH
1

PCH１、２　冷温水

別紙 M-14参照

1

HV

×2セット

1

自動制御弁

100A

15A

80A

12
5A

15
0A

15
0A

15
0A

6
5
A

6
5
A

20
0A

20
0A

12
5A

12
5A

12
5A

12
5A

15
0A

12
5A

1階 機械室

×2セット

PCD１、２　冷却水

※BTVは更新なし

※BTVは更新なし

150A

125A

65A

65A

65A

40A

MV-2

  自動制御弁   MV-2　65A×1  自動制御弁   MV-2　65A×1

新設機器撤去機器

既設型番メーカー名学内符号番号階 備考

1階

新設型番 備考メーカー名学内符号番号階

PCD-11階 SJ4-125×100K611

温水

※自動制御弁は自動制御機器

1階 1階

1階 1階

1階 1階

テラルキョクトウ

テラルキョクトウ

PCH-2

PCH-1

PCD-2

テラルキョクトウ

テラルキョクトウ

SJ4-125×100K611

SJ4-80×65K67.5

SJ4-80×65K67.5

PCD-1

PCD-2

PCH-1

PCH-2

撤 去 新 設

新設機器撤去機器

既設型番メーカー名学内符号番号階 備考

1階

新設型番 備考メーカー名学内符号番号階

PCD-11階 SJ4-125×100K611

1階 1階

1階 1階

1階 1階

テラルキョクトウ

テラルキョクトウ

PCH-2

PCH-1

PCD-2

テラルキョクトウ

テラルキョクトウ

SJ4-125×100K611

SJ4-80×65K67.5

SJ4-80×65K67.5

PCD-1

PCD-2

PCH-1

PCH-2

撤 去 新 設

温水

M-18
2025.4 A2：S=1/50熱源機室詳細図

工事名称

図面名称

設計番号

設計年月日

担 当検 印承　　認

機器更新工事
富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



C
H
R

C
HC DHC
R

H
R

D

CR

C
R

C

C
C
H
R

C
H
R

CH

C
H

K
E
A

E
A

AHU
6

OACU-1 動植物培養室

6
5
A

設備室

OA 250×250

OA
 2

50
φ

6
5
A

SA
 4

00
×

25
0

EA
 2

00
φ

VD

RA
 3

00
×

25
0

KE
A2

50
φ

VD VDVD

MD-1

FD FD FD

FD

1
OACU

AHU6上部に設置

MV-2

D

D

R
A

D

CR

C
R

S
A

H

HR

C
RC H C
H

H
R

C

C
H
R

BV-1

加湿給水

SA

6

1

AHU

AHU6上部に設置

OACU

MD-1

250×250

32A

32A

RA

32A

GV?4

VD

設備室

40A

OA

32A

AUH-6 恒温測定室

MV-2

3
2
A

32
A

MV-2

32
A

32
A

2
0
A

D

H

CR

D

HR

HC

R
A

C
R

H
R

C
H
R

C
H D

S
A

C

MV-2

BV-1

20
A

加湿給水

250×250

AUH-6 恒温測定室

設備室

AHU6上部に設置

OACU

6

1

AHU

40A

SA

MD-1

VD

RA

32A

OA

32A

32A

32A

GV?4

32
A

3
2
A

MV-2

3
2
A

3
2
A

C
H
R

C
H D

K
E
A

C H
RHC
R

E
A

C
H
R

C
R

CR

C

C

C
H
R

C
H

CH

D

MV-2

AHU
6

OACU

AHU6上部に設置
1

設備室

OACU-1 動植物培養室

6
5
A

6
5
A

OA
 2

50
φ

RA
 3

00
×

25
0

VD

KE
A2

50
φ

VD VDVD

FD FD FD

FD

EA
 2

00
φ

MD-1

SA
 4

00
×

25
0

OA 250×250

  ×2

AHU-6 冷水

新設機器撤去機器

  圧力計

※自動制御弁は自動制御機器

  温度計   ×2

  温度計

撤 去 新 設

  自動制御弁   MV-2　32A×1

AHU-6 冷水

  MV-2　32A×1

  圧力計   ×2

  圧力計

  自動制御弁

  GV（水抜き）

  温度計

  GV（水抜き）

  ×2

  ×2

  20A×1

温水

  自動制御弁   MV-2　32A×1

  圧力計

  温度計

  GV（水抜き）   20A×1

  ×2

  ×2

  MV-2　25A×1  BV-1　20A×1  自動制御弁   自動制御弁

OACU-1加湿給水

  20A×1  GV（水抜き）   ×2

  自動制御弁

温水

  20A×1

  MV-2　32A×1

  圧力計

  温度計

  GV（水抜き）   20A×1

  ×2

  ×2

  MV-2　25A×1  BV-1　20A×1  自動制御弁   自動制御弁

OACU-1加湿給水

  20A×1  GV（水抜き）

階 学内符号番号 メーカー名 既設型番 備考

　　2階 　　　　AHU-6 　　　　新晃工業 　　　　　　DV-4

　　2階 　　　 OACU-1 　　　　新晃工業 　　　　　 CH-20

階 学内符号番号 メーカー名 新設型番 備考

　　2階 　　　　AHU-6

　　2階 　　　 OACU-1

M-19

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

A2：S=1/50

機器更新工事

部分詳細図 No.12025.4

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



C

E
A

K
E
A

K
E
A

C
R H H
R

C
H
R

C
H D

D

CH

C
H

CHR

C
H
R

CR

C

ＷＣ

ＷＣ

設備室

OACU

2

OACU-2 生物有機化学実験室

50A

50A

VD

FD

MVD

40A

高気密型

25
0φ

200φ

SA 500×300

65
A

65
A

50
0×

30
0

4
0
A

4
0
A MV-2

C
H
R

D

CR

C

CHR

CH

C
H

C
H D

C
H
R

H
RHC
RC

K
E
A

K
E
A

E
A

ＷＣ

ＷＣ

設備室

OACU-2 生物有機化学実験室

OACU

2

SA 500×300

65
A

50A

50A

VD

FD

MVD

40A

高気密型

25
0φ

200φ

65
A

50
0×

30
0

4
0
A

4
0
A MV-2

新設機器撤去機器

　　　　新晃工業

階 学内符号番号 階 学内符号番号

　　4階

新設型番 備考メーカー名既設型番 備考

　　4階 OACU-2

メーカー名

　　　　　　CF-4 OACU-2

新 設撤 去

  ×2

  20A×1  GV（水抜き）

  自動制御弁

  圧力計

  MV-2　40A×1

OACU-2 冷温水

  温度計   ×2   ×2  温度計

  圧力計

  自動制御弁

  GV（水抜き）

  ×2

OACU-2 冷温水

  MV-2　40A×1

  20A×1

※自動制御弁は自動制御機器

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

A2：S=1/50

機器更新工事

部分詳細図 No.2

M-20
2025.4

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



H
R

C
RH C

 AHU-2 精密測定室 

AHU

2

ＥＶ

プラグ止め

※配管配線切り離し
   端部処理

設備室

フランジ止め

3,820

2

AC

K-313用 エアコン室外機
既設更新分

R R

50GV

EE
3
23
2
8
0

8
0

50GV

CC
R

屋上

VD

ファンルーム 1

X11 X12

80SUSﾗｷﾝｸﾞ(FP)

80SUSﾗｷﾝｸﾞ(FP)

K-313用 エアコン室外機
新設分

(9.52, 15.88）×2

D

R

R

382038203820

X11X10X9X8

３１２

３１３

３１５

精密機器室

第二低温実験室

 AHU-2 精密機器室 

RR

600×200

25
0×

25
0

FD

750×250

400×250

450×200

FD FD

250φ

KE
A2

50
φ

吹出BOX
閉止板取付×4

25
0×

25
0

撤去品は、生物工学科棟 1F 電気室に移設
天吊型室内機　既設品撤去（11Kw）1台、新設（11Kw）2台

×22

AC

(新設）

(9.52, 15.88）×2

(再利用）

冷媒配管に通信線共巻

※器具撤去、チャンバーは残置

 AHU-2 精密機器室 

第二低温実験室

精密機器室

３１５

３１３

３１２

3820 3820 3820

吹込口　RA

X10X8 X9 X11

600×200

700 CMH

FD

750×250

400×250

FD

KE
A2

50
φ

FD

25
0×

25
0

25
0×

25
0

250φ

450×200

GVS 300×300

吹込口　EA

2,200 CMH

スリット 600×800 1

吹出口　SA

C2＃　30

900 CMH

4

精密機器室

2

ダンパー閉止

（既設）

撤去品は、生物工学科棟 1F 電気室に移設
天吊型室内機　既設品撤去（11Kw）1台、新設（11Kw）2台

1

AC

吹出口撤去　天井ボード張替

C
R

H
RH

C HH
R

C
RC

ＥＶ

設備室

AHU

2

 AHU-2 精密測定室 

35
0×

25
0

VD
MD

VD

50
0×

25
0

4
0
A

4
0
A

5
0
A

45
0×

40
0

VD

1,500×1,000×700

内貼り GW 40K 50t

1

1
OAチャンバー

900×800×450

SAチャンバー

AHU-2　系統

5
0
A

H

H
RCC
R H

H
R C C
R

  自動制御弁

　　BV-1　
　　20A×1

EPS3

AHU
設備室

 AHU-3 核磁気共鳴測定室 

MV-2

AHU-3 冷水・温水

MV-2

4
0
A

1,500×1,000×700

内貼り GW 40K 50t

1

3
2
A

VD
MD

15
0φ

VD

50
0×

30
0

VD

40
0×

40
0 3
2
A

1

4
0
A

AHU-3　系統

900×800×400

OAチャンバー

SAチャンバー

BV-1

加
湿
給

水

2
0
A

AHU-3 加湿給水

  自動制御弁
 MV-2　
 32A×1、40A×1

H
R

C
RC

H C C
R

HH
R

BV-1

 AHU-3 核磁気共鳴測定室 

EPS

※自動制御弁は自動制御機器

MV-2MV-2

AHU-3 冷水・温水

VD

40
0×

40
0

VD

40
A

40
A

50
0×

30
0

32
A

32
A

15
0φ

MD
VD

3

AHU

設備室

2
0
A

加
湿

給
水

AHU-3 加湿給水

  自動制御弁
 MV-2　
 32A×1、40A×1

  自動制御弁

　　BV-1　
　　20A×1

新設機器撤去機器

AC-1

　　4階

　　3階 AHU-2 　　　　新晃工業

既設型番 備考階

　　　　　DV-4

RPC-GP112K（内）

新 設撤 去

　　3階 　　3階 AC-2 （新設エアコン）RPC-GP112RSH（外）日立

階 備考メーカー名学内符号番号

　　4階

新設型番メーカー名学内符号番号

AHU-3 　　　　新晃工業 　　　　　DV-4

AHU-3

2025.4 精密機器室、核磁気共鳴測定室詳細図

M-21

承　　認 検 印 担 当

設計年月日

設計番号

図面名称

工事名称

A2：S=1/100

機器更新工事
富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他
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C
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C
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吹抜

EPS

5

AHU

オーバーホール

更新

AHU

VD
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0A

65A

FD

FD

MD

65A

MD

1,000×450

8
0
A

8
0
A

VD

400×500

FD

700×400

AHU-4 P2実験室

VDMD

VD

1
0
0A

空調機械室

AHU-5 RI実験室

VD

450×850

MD

MD MD

FDFD

1000×450, 700×40080A, 80A, 65A, 65A

MDのみ更新

MV-2MV-2

BV-1

BV-1

450×850, 450×400

加湿給水 20A

20A

400×500, 350×350

20A, 20A

C
H

C
H
R

C
H
R

C
H

S
A

O
A

S
A

S
A

S
A

O
A

C
H

C
H

C
H
R

C
H
R

オーバーホール

空調機械室

AHU

5

AHU

EPS

吹抜

VD

1
00
A

65A

FD

MD

1,000×450

8
0
A

8
0
A

FDMD

65A

VD

400×500

FD

700×400

450×850

VD

MD

MD

VD

VD
1
00
A

AHU-4 P2実験室

AHU-5 RI実験室

AHU-5　系統

4

SAチャンバー

内貼り GW 40K 50t

1,400×1,400×750 1

AHU-4　系統

SAチャンバー

内貼り GW 40K 50t

900×1,000×700 1

1000×450, 700×40080A, 80A, 65A, 65A

MD
MDのみ更新

FDFD

MD

MV-2 MV-2

BV-1

20A加湿給水

20A

BV-1

20A, 20A

  圧力計

  温度計

新設機器撤去機器

  20A×2  GV（水抜き）

  ×2

  自動制御弁

AHU-4 冷温水

  MV-2　65A×1

※自動制御弁は自動制御機器

　　　　新晃工業AHU-5

新 設撤 去

　　　　　　DV-9

　　4階　　4階

新設型番メーカー名学内符号番号階 備考

　　　　　　DV-4AHU-4

　　4階

　　　　新晃工業

既設型番メーカー名学内符号番号階 備考

AHU-4

オーバーホール

  ×2  ×2  温度計

AHU-4 冷温水

  MV-2　65A×1

  圧力計

  自動制御弁

  GV（水抜き）

  BV-1　20A×1

AHU-5 加湿給水

  自動制御弁  自動制御弁

  ×2

AHU-4 加湿給水

  BV-1　20A×1   自動制御弁  MV-2　80A×1

  温度計

  圧力計

  自動制御弁

  GV（水抜き）   20A×2

  ×2  ×2

AHU-5 冷温水

  BV-1　20A×1

AHU-4 加湿給水

  20A×2

  ×2

  MV-2　80A×1

  温度計

  圧力計

  自動制御弁

  GV（水抜き）   20A×2

  ×2

AHU-5 冷温水

  BV-1　20A×1

AHU-5 加湿給水

  自動制御弁

担 当検 印

2025.4

機器更新工事
M-22

設計番号

A2：S=1/50

工事名称

P2実験室、R1実験室詳細図図面名称設計年月日

承　　認 富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



ダイヤモンド
コア　150Φ×1

RPC-GP112K(内)
RPC-GP112RSH(外)
日立 天吊型 

AC

電気室

1

30AT 予備に接続

CET 5.5゜天井ころがし

K-313 精密測定室より移設

M-P-1A

D
R

教員室実習準備室実習準備室

階段室１

設備室（１）雑庫

ＶＰ１００ ＶＰ１００

ＶＰ１００

ＶＰ１００

ＶＰ１００

ＥＰＳＥＰＳ ＥＰＳＰＳ

ＥＶ 給湯
玄関

電気室

回廊

CC

C

D

K

G

G

CK2
A-45
GHP

７X６

3,820

X５X

3,8203,820

４X

3,820

３X

3,820

２X

3,820

１X

2,400

32

32

D

32

65 50

D

40

R65
G

65

40

65

25

以降、側溝へ放流 以降、側溝へ放流

DD

×2

承　　認

設計年月日 図面名称 生物工学科棟 電気室平面図

工事名称

A1：S=1/50

設計番号

2025.4

検 印 担 当

M-23
機器更新工事
富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



2-5

4

3

12

2

HCHHHR

HE

1

1

1

HH

2-3

1-2

PW

PW

1-1

PW

2

BGBG

1

3,820

０
０
１

ボ
イ
ラ
ー
室

3,8203,820

12

659

11

78

10

BV7

BV3

BV8

BV5

PCHPCH

BV2

2-1

BV1

PH

BV6

PCH

2-2

PCH

HCHF

1

2-42-3

1

HCH

PCH

2-6

PCH

1-1 1-2

PCH

PCH

BV4

B1階･B2階 機械室

2-5

　B2階平面図　　B1階平面図　

B1階･B2階 機械室

※電源線は取り外し再接続すること。

：落水防止弁（更新済)

150A

150A

150A

150A

更新済　切替用電動バルブ

冷水２次還１２

温水２次還１１

温水２次往

冷水２次往

１０

９

温水１次還往(No1ﾁﾗｰ)４

温水１次往(No2ﾁﾗｰ)３

125A

125A

125A

125A

125A

125A

冷水１次還(No2ﾁﾗｰ)８

冷水１次還(No1ﾁﾗｰ)７

温水１次還(No2ﾁﾗｰ)

温水１次還(No1ﾁﾗｰ)

６

５

125A

125A

更新　切替用電動バルブ

冷水１次往(No2ﾁﾗｰ)

冷水１次往(No1ﾁﾗｰ)

２

１

4

3

12

2

HCHHHR

HE

1

1

1

HH

2-3

1-2

PW

PW

1-1

PW

2

BGBG

1

3,820

０
０
１

ボ
イ
ラ
ー
室

3,8203,820

BV8

12

659

11

78

10

BV6
BV5

BV7

BV1

BV2

PCH

1-1

1

HCHF
1

HCH

2-1 2-2 2-3

PCH PCH PCH

2-5

PCH

2-4

PCH

2-6

PCH

2-5

PH

PCH

1-2

BV4

BV3

　B1階平面図　 　B2階平面図　

〃

〃

日立金属

撤去機器

BV8〃

新設機器

B2階

BV7

BV4

BV6

BV5〃

電動弁 125A

B2階 BV1

BV2

〃

BV3B1階 日立金属

メーカー名学内符号番号 備考階

BV4

既設型番

BV3

BV2

BV1

撤 去 新 設

〃 BV7

〃 BV8

電動弁 125A

日立金属

日立金属

日立金属

日立金属

日立金属

日立金属

電動弁 125A

電動弁 125A

電動弁 125A

電動弁 125A

電動弁 125A

電動弁 125A

〃

〃

BV5

〃

新設型番 備考

B1階

〃

BV6

階 学内符号番号

〃

メーカー名

2025.4 実習棟　Ｂ１階・Ｂ２階　平面図

機器更新工事
M-24

A2：S=1/100

工事名称

図面名称

設計番号

設計年月日

担 当検 印承　　認 富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



TIC2

K-RP-4Bへ
計測

MS1MS1

K-RP-2Aへ

AHU-3

SA

TE1の更新・ｻｰﾓﾍﾞｰｽ１個用に取替

AHU-3：空調調和機更新に伴う自動制御機器の更新

AHU-3系統
空調機が停止時コイル表面の温度が凍結の

ルブを全開にし凍結を防ぐ
恐れがある温度になった場合冷水・温水バ

K-RP-1Aへ

K-RP-1Aへ

計量

ガス Ｍ

HV-1

AHU-4,-5空調機共

を全開にし凍結を防ぐ
恐れがある温度になった場合冷温水バルブ
空調機が停止時コイル表面の温度が凍結の

凍結防止制御（追加機能)　計装工事有り

凍結防止制御（追加機能)　計装工事有り

凍結防止制御（追加機能)　計装工事有り

凍結防止制御（追加機能)　計装工事有り

ルブを全開にし凍結を防ぐ
恐れがある温度になった場合冷水・温水バ
空調機が停止時コイル表面の温度が凍結の

ルブを全開にし凍結を防ぐ
恐れがある温度になった場合冷水・温水バ
空調機が停止時コイル表面の温度が凍結の

自動制御機器の更新

F/I

※１

※１

※1

Ry

F/I

TCW1 △１

※１

※１

※1

F/I

Ry

TCW1 △１

AHU-4,-5：室内温度計測(TIC-1補助出力）配線工事4～20mA
AHU-5：自動制御機器の更新は　TIC-1のみ
AHU-4：空調調和機更新に伴う自動制御機器の更新

※　MDは、気密性の為かクリフ製MDを使用

自動制御機器の更新

△１

DY2

※

※

△１

TIC1

HC1 TE1

計測

△１

△１

△１

△１

TCW1

MD1

F/I

Ry

OA

BV1

F/I

MD1

Ry

枠内AHU-5のみ

ALA　F ALA　FALA　F

SA

Ry

MV2

温水還

温水往

ﾌｧﾝｲﾝﾀｰﾛｯｸ

Ry

S/W

Ry

CHS

HC

Ry

CHR

C

A

F

冷水還

冷水往

※
・空気調和機(AHU-5)オーバーホール
・空気調和機(AHU-4)

TR

　１０　AHU-4､-5_空調機制御系統(外気処理)　　　２ＳＥＴ

Ry

枠内AHU-5のみ

ﾌｧﾝｲﾝﾀｰﾛｯｸ

FE-9

Ex.A
RA

A

F

機械設備の更新機器 AHU-5 K-AP-4B

K-AP-4B

3F_RI実験室

3F_P2実験室AHU-4

自動制御機器の更新

空気調和機(AHU-2)は、ＥＨＰへ変更
空気調和機(AHU-3)

K-AP-RB

DY1

△１
TC1

△１

TR1

TIC2

△１
△１

RY

TIC2

計測

TEW1

なし

自動制御機器

計測(中央監視)

冷房/暖房切替信号(中央監視)

器の更新及び設備監視の充実を目的とする監視内容の追加。

更新に伴う空調自動制御設備の更新・更新設備系統以外のＫ棟不具合機

本体還気取入附近に移動

△２

△２

△２

100 USRT

100 USRT

20m
196L/min

PH-1

PC-1

21m
370L/min

1000 l/min　22m

1000 l/min　22m

　１　　熱源　制御系統　　　１ＳＥＴ

△１

△１

△１

△１

△１

△１

△１

△１

△１△１

△１△１

△１

△１

△１

△１

△１

△１

△１

△１

△１

△PE-1

MV2

△PE-1

DC

△PE-1

MV2

△PE-1

DC

△２

更新優先順位 ２

更新優先順位 １

△２

△１

計測

S/W

太線今回配線工事

太線更新機器

盤内機器

　　凡例

TE-1,-2用液面ﾘﾚｰ(61F)不具合更新

なし

自動制御機器の更新

機械設備の更新機器

　６　膨張タンク水位監視　　　２ＳＥＴ

温度調節器取付位置を大型ファンコイル還気口附近に変更
大型ファンコイル更新に伴う自動制御機器の更新

大型ファンコイル(FCU-10)

自動制御機器の更新

機械設備の更新機器

　９　FCU-10_大型ﾌｧﾝｺｲﾙ制御　１ＳＥＴ

機械設備の更新機器

８　AHU-2,3_空調機制御系統　　　２ＳＥＴ

空調調和機更新に伴う自動制御機器の更新

空気調和機(AHU-1)

室内温度計測の追加（配線工事有)

既存冷水･温水制御は、ON/OFF　→　比例制御（配線工事有)

機械設備の更新機器

７　AHU-1_2F無菌室系統空調機制御系統　　　１ＳＥＴ 　　K-AP-2AK-AP-1A

なし

温度調節器(TC-1)不具合更新

自動制御機器の更新

機械設備の更新機器

　５　貯湯槽制御系統　　　1ＳＥＴ

K-AP-1A　３　　温水送水圧力制御系統　　　1ＳＥＴ

真空式ﾋｰﾀｰの更新

温水送水温度計測追加（配線工事有)

バイパス制御弁の更新
自動制御機器の更新

機械設備の更新機器

　２　　冷水送水圧力制御系統　　　1ＳＥＴ　　K-AP-1A

HIC1

TR

RA

BV2

TC1
DY1

BV2

DY1

TC1

MV1

DY3

TE1TE1HE1

M/D

M/D

BV1

MV2

MV2

MD1

DY2

TE1HC1

M/D

BV1

MV2

MV2

MD1

61Ｆ

TCW1

TEW1

不具合機器の更新

なし

自動制御機器の更新

機械設備の更新機器

TC-4

C 電源ﾌｧﾝｲﾝﾀｰﾛｯｸ

No2～4FCUへ

No2～4FCUへH

C

C

HR

CR

C

Ry

Ry

H

C C

不具合機器の更新

なし

自動制御機器の更新

機械設備の更新機器

部屋名

1

0

0

1

2

3

MBV-1

0

1

1

0

0

0

TC-2

K336_応用生物ﾌﾟﾛｾｽ学実験室

No2,3FCUへRy

HC ﾌｧﾝｲﾝﾀｰﾛｯｸ

C

HCR

HC

不具合機器リスト

K406_共同実験室

K306_酵素化学工学実験室

K303_酵素化学工学研究室

K206_培養準備室

K220_培養室

ﾌｧﾝｲﾝﾀｰﾛｯｸ

CS

CRC C

Ry

SA

RA

計測

F/I

Ry
Ry

Ry
CH

A

ﾌｧﾝｲﾝﾀｰﾛｯｸ

F/I

OA F

HS

HR

CR

CS
C

C

ALA　FALA　F

SA

TR

F/I

Ry
Ry

Ry

Ry

CH

A

ﾌｧﾝｲﾝﾀｰﾛｯｸ

F/I

RA

OA F

HS

HR

CR

CS
C

C

2021.4月更新済み

CT-2

CT-1

PCD-1
TE-1

TC-1

計測

MBV-2

WR-1

PCD-2
RB-2

RB-1

ﾌﾞﾛｰ

自動制御機器の更新

冷却塔(CT-1,-2)及び冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ(PCD-1,-2）
機械設備の更新機器

バイパス制御弁の更新

冷水送水温度計測追加（配線工事有)

自動制御機器の更新

なし
機械設備の更新機器機械設備の更新機器

冷温水１次ポンプ（PCH-1,-2)２台

不具合機器の役割

　１１　ﾌｧﾝｺｲﾙ制御系統　　 　１２　4ﾊﾟｲﾌﾟ　ﾌｧﾝｺｲﾙ制御系統　　　１ＳＥＴ
：天井内リレーBOX収納

TC-4

0 02

MBV-1(H)MBV-1(C)TIC-1

0K223_振とう培養室

不具合機器リスト

部屋名

工事概要

　生物医薬品工学研究センター（Ｋ棟）及び実習棟（Ｃ棟）の機械設備

　４　冷却水制御系統　　　2ＳＥＴ

小限に防ぐ事を目的とする。

膨張タンクの満水及び減水による事故

不具合機器の役割

ボイラーの不具合を事前に感知し、空調の乱れを最

　ボイラーからの温水送水温度を計測する事により

追加目的

小限に防ぐ事を目的とする。

追加目的

チラーの不具合を事前に感知し、空調の乱れを最

　チラーからの冷水送水温度を計測する事により

１.冷凍機台数制御

FC

AC

RB-2

RB-1

PCH-2

PCH-1

HCHR-1HCH-1

ΔPE1

QE1

TE1

TE1

TEW

TEW

中央とコミュニケーション

ＰＭＸ
ＣＯＭ

Ｉ／Ｆ

ＡＩＡＯＤＩＤＯ

TR

TE-2　温水膨張ﾀﾝｸ K-AP-RB

K-AP-RBTE-1　冷水膨張ﾀﾝｸ

LO

TM

TM

HI

コモン

減水

満水

TR･Ry_FCU-10内組込み4F熱源室FCU-10

K-AP-4A4F核磁気共鳴測定室AHU-3

3F精密機器室AHU-2 K-AP-3A

M-1/Q/V-4

HV-1
PWH-2

給湯還

給湯往

TE1

PWH-1

計測

HS

計測

HR

RyRy

遠方/RR1/RR2

RR-1/RR-2選択

Ry
※A･B

冷熱源運転
RyRy

遠方/手動

RR-2

100A

B

C

B A
CS

CR
100A

Ry
※A

Ryx2

RR-1側

RR-2側

BV3(B)

BV3(A)

RR-2側x2
RR-1側x2

切替ﾊﾞﾙﾌﾞ開/閉※A･B

※B

Ryx2
RR-2側

RR-1側

連動

状態/故障

C

A

連動

RR-1

状態/故障

Ry

　 負荷往温度,還温度,RB-1･-2往温度及びの計測を行う。

　 故障時、ｽｷｯﾌﾟ制御を行う。

３.計測関係

　 送水圧力によりポンプバイパス弁の比例制御を行う

２.送水圧力制御

　 1台ﾍﾞｰｽ機(群運転/停止によりﾍﾞｰｽ切替)
　 負荷熱量により冷凍機の台数制御を行う。

TIC-3

△１

TC-1によりPWH-1のON/OFFを行う

を未然に防ぐ事を目的とするTE-1,-2

M/D

AHU-2：室内温度計測のみ残す。

承　　認

設計年月日 図面名称 自動制御系統図 No.1

工事名称

A1：S=1/100

設計番号
機器更新工事

2025.4

検 印 担 当

ME-01

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



空調調和機更新に伴う自動制御機器の更新

CS

C

C

SA

MD1

MV2

MV2

BV1

M/D

M/D

TE1

DY3

TE1

１３　AHU-6_空調機制御系統　　　１ＳＥＴ

機械設備の更新機器

空調調和機更新に伴う自動制御機器の更新

空気調和機(AHU-6)

(室内温度計測は既存に有り)

機械設備の更新機器

負荷側の使用状態を　流量にて計測しポンプの台数制御及びインバーターによる回転数制御を行う。

不具合機器制御内容機械設備の更新機器

冷温水2次ポンプ(PCH-22,-25,-23,-26)
PCH-11,-12,-21,-24は、更新済

蓄熱槽冷温水入替

蓄熱槽清掃　750?

自動制御機器の更新
空調調和機更新に伴う自動制御機器の更新

　１５　OACU-2_外気処理制御系統　　　１ＳＥＴ

空気調和機(OAC-2)

　１４　OACU-1_外気処理制御系統　　　１ＳＥＴ

空気調和機(OAC-1)

OACU-2 4F生物有機化学実験室

FMS1

1800m3/h 1140m3/h

780m3/h
FCO4

300m3/h

FCE4

FAN

FMS6

FME8

300m3/h

FAN

F
A
N

FAN

FMS3

600m3/h

F
A
N

1200m3/h

FCE3

FAN

FCO3

FAN

1200m3/h

FCE２1800m3/h
FAN

360m3/h

FCO2

FMS2 FMS4 F
A
N

FAN

F
A
N

300m3/h

FMS5

960m3/h

F
A
N

F
A
N

K-PL-RC

600m3/h

PL

ON

OFF

900m3/h FCE１

FAN

FCO1

FME7360m3/h

FAN

FAN

C
F

A
CH

OA

Ry

MD1QS

MV2

室内Ａ 室内Ｂ

換気扇SW：ON

室内ｽｲｯﾁ

外調機(OAC-2）

外気ＭＤ全開

FCE1(900) FCE3(1800) FCO3(1200)

FMS3( 600)

ドラフトチャンバ

AND
FCO1(600)

FMS1(300)

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰＡ ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰB ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰC ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰD ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰE ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞ-F

300m3/h

※A ※F※E※D※C※B

TR

※A～F

A～D運転

CR

600m3/h

換気扇スイッチ

４F生物有機化学実験室

屋上ペントハウス

連動 連動

【ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰＡ系統】 【ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰD･E】

FCE2(1800) FCO2(1200)

FMS2( 600)

FCE4(1140) FCO4( 780)

FMS4( 360)連動 連動

【ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰB･C】 【ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰF】

連動 連動

【　室内Ｂ　】

連動
FME7(360) FMS5(960)※２（ﾄﾞﾚﾁｬﾝA～F：ON)

【　室内Ａ　】

FMS6(300) FME8(300)

FCO4

FMS3

FCO3

FMS2

FCO2

FMS4

※１
※１(ﾄﾞﾗﾁｬﾝD_or_E:ON)※１(ﾄﾞﾚﾁｬﾝA：ON)

※１(ﾄﾞﾗﾁｬﾝB_or_C):ON ※１(ﾄﾞﾗﾁｬﾝF:ON)

△１

△１

△１

△１

△１

+ 600m3/h

MV1 MV1

HCH-1

HCH-2 HCH-3

HCHR-1

QE1

MV1 MV1

ＤＯ ＤＩ ＡＯ ＡＩ

Ｉ／Ｆ
ＣＯＭ ＰＭＸ

RY-2

ＤＯ ＤＩ ＡＯ ＡＩ

Ｉ／Ｆ
ＣＯＭ ＰＭＸ

RY-1RY-2

教職員共通棟

本部棟

図書館棟

PE-1 PE-1

中央とコミュニケーション

中央とコミュニケーション

PCH-21 -22 -23 PCH-24 -25 -26

INV INV

OACU-1 2F動植物培養室2F恒温測定室AHU-6

計測

ﾌｧﾝｲﾝﾀｰﾛｯｸ

F/I

Ry
Ry

Ry

Ry

CH

A

RA

OA F

HS

HR

ARR2

ARR1

減衰槽高温槽減衰槽

PCH-11

PCH-12
3

4

5

6 7

8

9 10

11 12

図書館系統流量

QE1(ロ)-QE1(イ)

(イ)

(ロ)

FM

FM

低温槽

蓄熱槽

490L/m
67m

x3

490L/m
67m

x3

1012 L/m  46m

1012 L/m  46m

(イ)

(ロ)

C
F

A
CH

OA SA

TED1

MV2

MD1

△１

△１

△１

CR

HR

CS

HS

Ry

S/W

Ry

△１

RyRy

Ry

△１

TCW1

凍結防止制御（追加機能)

温水バルブ（MV2)を全開にし凍結を防ぐ

空調機が停止時コイル表面の温度が凍結の恐れがある温度になった場合冷

Ry

ダンパ全開信号

Ry

TED1

TIC1

Ry

S/W

HR

CR

CS

HS

TCW1
△１

△１

△１

△１

△１

機械設備の更新機器

【　運転方法　】4F生物有機化学実験室

　ドラフトチャンバー(A～F)及び室内の換気を

.

行う為に、実験室内の押しボタンスイッチ(換気

扇スイッチ)を押しドラフトチャンバを運転する

事より、外調機(OAC-2)の外気導入用モーターダ
ンパ（ＭＤ)は全開になる。

それを受けて各系統の給・排気ファンが連動で起
動する。

空調機が停止時コイル表面の温度が凍結の恐れ

全開にし凍結を防ぐ
がある温度になった場合冷温水バルブ（MV2)を

　温調は、ファンコイルにて行う。

講義棟(一般教養)

ＬＬ教室ＦＣＵ

TR

△１△１△１

TIC2

自動制御機器 自動制御機器

TR

凍結防止制御の追加(配線工事有)

K-AP-2B K-AP-2B

K-AP-4C

HC1

△１

△２

△１TCW1

F/I

Ry
※1

F/I

※１

※１

凍結防止制御（追加機能)

空調機が停止時コイル表面の温度が凍結の
恐れがある温度になった場合冷水・温水バ
ルブを全開にし凍結を防ぐ

凍結防止制御（追加機能)

空調機が停止時コイル表面の温度が凍結の
恐れがある温度になった場合冷温水バルブ
を全開にし凍結を防ぐ

１６　実習棟熱源サイクル図　　　１ＳＥＴ

TIC1

計測

△１

計測

K-RP-2Aへ

K-RP-4Bへ

1

2

BFV

BFV

BFV

BFV

BFV

BFV BFV

BFV

【　凍結防止制御（追加機能)　】

５　：温水１次還(No1ﾁﾗｰ)ARR1　125A

６　：温水１次還(No2ﾁﾗｰ)ARR2　125A

７　：冷水１次還(No1ﾁﾗｰ)ARR1　125A

８　：冷水１次還(No2ﾁﾗｰ)ARR2　125A

２　：冷水１次往(No2ﾁﾗｰ)ARR2　125A

３　：温水１次往(No2ﾁﾗｰ)ARR2　125A

４　：温水１次往(No1ﾁﾗｰ)ARR1　125A

冷房 暖房

開

開

開

開

開

開

開

開

閉

閉

閉

閉

閉

閉

閉

閉

１　：冷水１次往(No1ﾁﾗｰ)ARR1　125A

冷房 暖房

開

閉

【　蓄熱槽１次側電動切替バルブ　】 【　蓄熱槽２次側電動切替バルブ　】更新済

１０　：温水２次往　　150A

９　　：冷水２次往　　150A

１１　：温水２次往　　150A

１２　：冷水２次往　　150A

開

開

開

閉

閉

閉

基ソ投入薬品

腐食抑制剤 クリサワー　      I607　240kg
クリンストリーム　C101　160kg

分散剤　　 クリサワー　      T225　120kg

銅用防食剤

承　　認

設計年月日 図面名称 自動制御系統図 No.2

工事名称

A1：S=1/100

設計番号
機器更新工事

2025.4

検 印 担 当

ME-02

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



ポイント名称

管理項目表 ﾘﾓｰﾄ盤 監視(DI) 計測（AI) 計量 備　　考

COS監視盤 発停 切替 AUT (AO) 状態 故障 警報 温度 湿度 ｱﾅﾛｸﾞ (PI)

○

K-RP-4B

K-RP-1A ○

○

○

K-RP-4A

K-RP-4A

K-RP-4A

K-RP-4A

AHU-1 系統

AHU-2 系統

AHU-3 系統

AHU-4 系統

AHU-5 系統

○

○

K-RP-2A ○ AHU-6 系統

※

※

※

中央監視追加監視点一覧表（今回追加分）

系　統　名

バルブ口径表
l / m m/H2O単位　　流体水：　流量［　　］、ΔＰ［　　］

温水差圧弁 ﾊﾞｲﾊﾟｽ制御

ﾊﾞｲﾊﾟｽ制御

3F_P2実験室系統 AHU-4

3F_RI実験室系統 AHU-5

4F_熱源室系統 FCU-10

2F無菌室系統 AHU-1

3F精密機器室系統 AHU-2

4F核磁気共鳴測定室系統 AHU-3

2F_恒温測定室系統 AHU-6

2F_動植物培養室系統 OACU-1

4F_生物有機化学実験室 OACU-2

冷水差圧弁

弁ﾎﾟｰﾄｻｲｽﾞ 弁接続ｻｲｽﾞ

凡例)　２０ｘ２５

操作（DO) 設定

備　　　考記　号 名　　　称

自動制御機器表

形　　番　(参考型番）

TCW1 挿入型温度調節器 ＴＹ６８０１Ｚ ON/OFF制御

TC1 ＴＹ９０００Ｚ 比例制御

HC1 ＨＹ６０００Ｚ ON/OFF制御

TE1 ＴＹ７０００Ｚ Pt100Ω

HE1 ＨＹ７０４５Ｔ 1～5 V

ＴＹ７８０３Ｚ１ Pt100ΩTED1

TIC1 デジタル指示温度調節計

デジタル指示温度調節計 Ｒ３６ＴＲ１TIC2

Ｒ３６ＴＣＯ ＭＭ駆動/W:補助出力

4～20mA出力/W:補助出力

Ｒ３６ＴＲ１ 4～20mA出力/W:補助出力HIC1 デジタル指示湿度調節計

ダクト温度検出器

室内温度検出器

室型湿度検出器

室内湿度調節器

室内温度調節器

ON/OFF制御

MV1

MV2

電動２方弁

電動２方弁

ＶＹ６２０２Ａ

直結形ダンパー操作器

FM ＭＧＧ１０Ｃ／ＭＧＧ１１

M/D モータドライバ ＲＮ７９６Ａ 4～20mA→ＭＭ駆動変換出力

RY ハイセレクタ ＲＹＹ７９２Ｈ

ＶＹ５１２０Ｊ

ＶＹ５１１０Ｊ

BV1 ＶＹ６０５１Ｂ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾘﾀｰﾝ形 AC200V 15A

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾘﾀｰﾝ形 AC100V 15A

MD1 ＭＹ６０５０Ａ

電磁流量計

デジタル指示温度調節計 Ｒ３６ＴＣＯDTIC1 ON/OFF出力

液面リレー６１Ｆ

ＴＲ トランス AC24V/200V

QS 補助スイッチ ＱＹ６０５１ ON/OFF出力

BV2

取合い

TEW1 ＴＹ７８３０Ｂ Pt100Ω

DY1 サーモプレート(１個用) ＤＹ２０００Ａ１

DY2

DY3

サーモプレート(２個用)

サーモプレート(３個用)

ＤＹ２０００Ａ２

ＤＹ２０００Ａ３

DTED1 ダクト温度､露点温度検出器 ＴＹ７９０５Ｔ１ Pt100Ω,1～5V

配管温度検出器

電動ボール弁(加湿用)

電動ボール弁(ﾌｧﾝｺｲﾙ用)

冷房/除湿の比較判断用

【　生物医薬品工学研究センター　】

【　実習棟　】

蓄熱槽2次側全体流量計(図書館系統)

ＣＶ 口径（Ａ） 備　考

x1SET

x1SET

x1SET

x1SET

x1SET

x1SET

x1SET

x1SET

x1SET

x1SET

x1SET

４７.３

２５.０

２.６

０.９

１１.５

４.８

５.４

１.５

３３.２

８.２

x1SET

x1SET

x1SET

x1SET１３.７

７.５

３.２

３.６

１５ｘ１５

５０ｘ５０

４０ｘ４０

１５ｘ１５

２５ｘ２５

１５ｘ１５

２０ｘ２５

１５ｘ１５

４０ｘ４０

２０ｘ２５

２０ｘ２５

１５ｘ１５

１５ｘ１５

２５ｘ２５

３２ｘ４０２０.３

x1SET２００－ －

△Ｐ

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

流　体 流　量

冷水

温水

冷水

温水

冷水

温水

冷水

温水

冷温水

冷温水

冷水

冷水

温水

冷温水

冷温水

２０

３７０

１９６

７

４２

９０

３８

１２

２６０

６４

２６

５９

２８

１０７

１５９

２９４０冷温水

記　号

MV2

MV2

MV2

MV2

MV2

MV2

MV2

MV2

MV2

MV2

MV2

MV2

MV2

MV2

FM

MV1

※　:　室内温度計測既存に有

冷水送水温度

温水送水温度

3F_P2実験室系統

3F_RI実験室系統

2F_恒温測定室系統

2F_無菌室温度

3F_精密測定室系統

4F_核磁気共鳴測定室

4F_生物有機化学実験室　外調機給気温度

2F_動植物培養室　外調機給気温度 ○

○

K-RP-2A OACU-1 系統

OACU-2 系統

K-RP-2A

K-RP-4B

MS1 差圧スイッチ ＰＹＹ６０４

冷温水 －－冷温水2次側切替バルブ BFV － １２５ x8SET

BFV 電動バタフライバルブ 開/閉リミットスイッチ付き　125A

○

承　　認

設計年月日 図面名称 自動制御機器・バルブ・中央監視一覧表

工事名称

A1：S=1/100

設計番号
機器更新工事

2025.4

検 印 担 当

ME-03

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他



ＧＥ

１０１

会議室 所長室

書庫

正面玄関

事務室 セミナー室

生物工学研究センター

共同実験室

ＥＶＷＣ

ｷｭｰﾋﾟｸﾙ

中庭

自家発電機室

ＷＣ ＷＣ

講義室

講義室

雑庫
共同会議室

１０７

１０２ １０４ １１１ １１２ １１３
１１５

１３１

Ｋ１３６

Ｋ１３２

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

3
82

0

6
30

0
22

00
7
10

0
1
20

00

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

電気室

K-RP-1’

K-PL-1B

排水処理槽

K-AP-1A

K-PL-1B

機械室

ＷＣ

EPS

MV2(更新)

TCW1(更新)

K-RP-1B

K-RP-1A

HV

1

1

RB RB

2

HV

1

TEW1

温水往温度
温水ﾊﾞｲﾊﾟｽ制御弁

V3

図面名称 自動制御 1階平面図

工事名称

A1：S=1/100

設計番号
機器更新工事

2025.4

検 印 担 当

ME-04
設計年月日

承　　認 富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター（１Ｆ）



(AHU-2統)

動植物培養室
恒温測定室教員室暗室

実験室

Ｘ線回析

セミナー室
微生物工学研究室教員室教員室

微生物工学実験室

ＥＶ

吹抜

ＷＣ

学生実験室

ｼﾞｬｰﾌｧﾒﾝﾀｰ室

２３４２３２２１６２１５２１４２１３２１２２０３

２３６２０６

２０２
２０１

２２１

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

63
00

2
20

0
71

00
1
20

00

K-PL-2C

第一低温実験室

K-B-2BK-B-2A

K-AP-2B

AHU

1

無菌室

２２２

MV2(変更)

BV1(更新)

MV2(変更)

HC1(更新)

TE1(更新)

BV1(更新)

MV2(更新)

MV2(更新)

ＷＣ

MD1(更新) 培養室

２２３

MD1(更新)

MV2(更新)

MD1(更新)

TCW1(追加)

TE1(更新)

(AHU-6系統)

AHU

1

6

OACU

K-RP-2A

TED1(更新)

機器更新,新規取付,改造

機器更新,改造

V6

V6

HC1(更新)

TE1(更新)

TCW1(追加)

V2

K-PL-2B
+K-AP-1A

培養準備室

２２０

VS2

V2

V2

TCW1(追加)

VS2

MS1x2(更新)

AHU6上部に設置

設備室

図面名称 自動制御 2階平面図

工事名称

A1：S=1/100

設計番号
機器更新工事

2025.4

検 印 担 当

設計年月日

承　　認
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教員室教員室応用生産ﾌﾟﾛｾｽ学研究室第二低温実験室精密機器室

セミナー室
酵素化学工学研究室教員室教員室

吹抜

酵素化学工学実験室 応用生産プロセス学実験室

設備室

ＷＣ

ＷＣ

３３５３３４３３２３１５３１３

３１２
３０３

３３６

３２７

３２４

３２２

３２１

３２０

３０６

３０２３０１

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

6
30

0
22

0
0

71
00

12
00

0

ＥＶ

K-P-3B

K-AP-3A

(AHU-2系統)

設備室

AHU

2

実験室

ＲＩ室

３２６

(AHU-4系統)

（Ｐ２）

３２３

HC1(更新)TE1(更新)

(AHU-5系統)

TE1(更新) HC1(更新)

VS4(K-AP-4Bﾖﾘ）

VS4(K-RP-4Aﾍ)

撤去

MD1(撤去)

MV2(撤去)

MV2(撤去)

BV1(撤去)

制御盤撤去

AHU2撤去に伴い、

配線･電線配管撤去

TE1(撤去)HE1(撤去)

TE1(更新)1個用ｻｰﾓﾍﾞｰｽに取替

図面名称 自動制御 3階平面図

工事名称

A1：S=1/100

設計番号
機器更新工事

2025.4

検 印 担 当

設計年月日

承　　認

ME-06

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター(３Ｆ)



有機合成化学実験室
熱源機室

共同実験室
共同実験室

計算機室 セミナー室 核磁気共鳴測定室 質量分析室

吹抜

ＲＩﾌｨﾙﾀｰ室

屋　上

ＷＣ

ＷＣ

生物有機化学実験室

教員室教員室生物有機化学研究室

４３５４３４４３２

４３６

４１５４１３４１２４１１４０３４０１

４０８
４０６

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

6
30

0
22

00
71

00
1
20

00

K-P-4B

K-RP-4A

K-AP-4A

K-AP-4C

K-RP-4B

K-PL-4D

K-AP-4B K-PL-4C

EPS

MD1(更新)

MD1(更新)

MD1(更新)

MD1(更新)B
V1

(更
新

)
BV

1(
更

新
)

TC
W1

(追
加

)
T
CW

1(
追

加
)

MD1(更新)

AHU

5

AHU

4

MD1(更新)

TE1(更新)
TE1(更新)
HE1(更新)

(AHU-3系統)

BV1(更新)

MV2(更新)

設備室 MD1(更新)
QS(更新)

MV2(更新)

TED1(更新)

V2

M
V2

(更
新

)
M
V2

(更
新

)

空調機械室

V2

V2

OACU

2

既存温度調節器撤去(メクラ)

FCU

10

MV1(更新)

AHU

3

機器更新,新規取付,改造

機器更新,改造

VS4

TCW1(追加)

VS4(K-RP-4Aﾍ)

ＥＶ

MV2(更新)

TCW1(追加)

機器更新

VS4(温度計測x2)

VS2（温度計測)

TC1(更新)

MD1(更新)

空調機(AHU-5)は、

オーバーホール

設備室

VS2(温度計測)

VS2(冷水往温度計測)VS4,V2

設計年月日

担 当検 印

2025.4

機器更新工事
設計番号

A1：S=1/100

工事名称

自動制御 4階平面図図面名称

ME-07

承　　認 富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター(４Ｆ)



屋上

吹抜

Y4

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

Y1

Y2

Y3

6
30

0
2
20

0
71

00

K-AP-RB

MV2(更新)

TEW1(追加)
RR

1

RR

2

EV機械室

ファンルーム ファンルーム

K-AP-RB

冷水往温度

61Fx2更新
V3

K-PL-RB

VS2(K-RP-4Aﾍ)

担 当検 印

2025.4

機器更新工事
設計番号

A1：S=1/100

工事名称

自動制御 R階平面図図面名称

承　　認

設計年月日

ME-08

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター(ＲＦ)



CS2

CS2

｢73｣新設拡張ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰに接続

実 習 棟

EV
ﾋﾟｯﾄ

共同溝

配管ピット

ド
ラ
イ
エ
リ
ア

置場

Ｒ－１
排水処理槽

共同溝

共同溝

WC

発
電
機
室

ピット

共同溝

設備ヤード

ピット

ピット
ピット

ピ
ッ
ト

ピ
ッ
ト

共同溝

ＥＶ
ピット

ＥＶ

ピット

空調機械室

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

ド
ラ
イ
エ
リ
ア

共同溝

共同溝

階段Ｉ

倉庫２

中央管理室

階段Ｍ

空調機械室

前室

階段Ｎ

共同溝１

共同溝２

免震ピット１

免震ピット２

電気室

受水槽室

変位記録装置

変位記録装置

変位記録装置

変位記録装置

ドライエリア1

湯沸

階段Ｏ

共同溝

階段C

倉
庫
１

非常
EV２

乗降
ﾛﾋﾞｰ
10

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ2

WC

和室

共同溝

ド
ラ
イ
エ
リ
ア

共同溝１

ボイラー室
００１

００３

清掃員室
休憩室

電気室

００５

CS2(教職員共通棟系統)

中央棟

厚 生 棟

講 義 棟

環境実験棟２

パステル工房

生物工学科棟

合 同 棟

研 究 棟

本 部 棟

図 書 館

4
2
,
0
2
0

【　制御配線通信仕様　】

配線距離が1000mを超える場合は、中継器使用

空調機接続台数

合計台数：200台
室内機　：160台
室外機　：64台

H-LINKⅡ非対応ﾕﾆｯﾄを1台でも接続する場合は

室内機　：128台
合計台数：145台

【　ユニット接続制限　】

現状(2025.1)の通信単位の接続台数

【　制御配線通信現状　】

・学生会館
「70」監視系統名

・Ｆ講義室
・厚生棟、厨房

室外機　：38台
室内機　：93台
合計台数：131台

・体育館

Ｋ棟

Ｋ棟

Ｋ棟

Ｋ棟

Ｋ棟

Ｋ棟

4F共同実験室
4F共同実験室

1・1

1・1

4F_ERATO計算機室

4F_磁気共鳴測定室

1・1

1・1

4F_質量分析室

3F精密測定室 1・1

Ｋ棟 3F精密測定室 1・1

1・1

K-1

K-2
K-3

K-4
K-5

K-6

K-7

室内･外機

-　新規接続ユニット　-

【　生物医薬品工学研究センター　】既存ＣＲ７系統に接続

K406

K313

K411

K413

K415

K408

K31370

70
70

70
70

70

70

部屋No室名GrITEM棟

室外機　：7台
室内機　：7台
合計台数：14台

A1：S=1/400

承　　認

設計年月日 図面名称 空調機監視 全体 ピット階 平面図

工事名称
担 当検 印

2025.4

機器更新工事
設計番号

ME-09

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

CS2(生物・医薬品工学研究センター系統)

生物・医薬品工学研究センター



CS2x2

中央棟中央監視室ヨリ

3,920

42,020 22,920

CS2

CS2x2

ＧＥ

１０１

会議室 所長室

書庫

正面玄関

事務室 セミナー室
生物工学研究センター

共同実験室

ＥＶＷＣ

電気室

自家発電機室

機械室

排水処理槽

ＷＣ ＷＣ
講義室

講義室
雑庫共同会議室

１０７

１０２ １０４ １１１ １１２ １１３ １１５
１３１

Ｋ１３６

Ｋ１３２

ＷＣ

ｷｭｰﾋﾟｸﾙ

中庭

ド
ラ
イ
エ
リ
ア

共同溝

設計番号

ME-10
機器更新工事

2025.4

検 印 担 当
工事名称

空調機監視 ピット階・1階 平面図図面名称

承　　認

設計年月日 A1：S=1/200

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター（ピット階）

生物・医薬品工学研究センター（１Ｆ）



22,92042,020

3,920

CS2

CS2

RSx2

K-1 K-2

CS2

CS2

CS2

CS2

２３４
動植物培養室

２１３

Ｘ線回析
実験室

２２１

２２２ ２２３

２０１ ２０２

２０６

２２０

２３６

２０３ ２１２ ２１４ ２１５ ２１６ ２３２

無菌室 培養室

ｼﾞｬｰﾌｧﾒﾝﾀｰ室

学生実験室

設備室

ＷＣ

ＷＣ
吹抜

培養準備室

ＥＶ

微生物工学実験室

教員室 教員室 微生物工学研究室 セミナー室 暗室 第一低温実験室 教員室 恒温測定室

３０１ ３０２

３０６

３２６

３２３
３２０

３２１

３２２

３２４

３２７

３３６

３０３ ３１２

３１３ ３１５ ３３２ ３３４ ３３５

ＷＣ

ＷＣ
設備室

応用生産プロセス学実験室

ＲＩ室

（Ｐ２）
実験室

酵素化学工学実験室

吹抜
設備室

ＥＶ

教員室 教員室 酵素化学工学研究室 セミナー室

精密機器室 第二低温実験室 応用生産ﾌﾟﾛｾｽ学研究室 教員室 教員室

ME-11
機器更新工事

2025.4

検 印 担 当
設計番号 工事名称

空調機監視 2階・3階 平面図図面名称

承　　認

設計年月日 A1：S=1/200

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他

生物・医薬品工学研究センター（２Ｆ）

生物・医薬品工学研究センター(３Ｆ)



有機合成化学実験室熱源機室

設備室

EPS

ＥＶ

計算機室 セミナー室 核磁気共鳴測定室 質量分析室

吹抜

空調機械室

ＲＩﾌｨﾙﾀｰ室

屋　上

設備室

ＷＣ

ＷＣ

生物有機化学実験室

教員室教員室生物有機化学研究室
４３５４３４４３２

４３６

４１５４１３４１２４１１４０３４０１

設備室

共同実験室
４０６

共同実験室
４０８

屋上

吹抜

EV

三菱

CS2

CS2

CS2

H-LINKの分岐

K-3 K-4

K-5

K-6 K-7

K-3室外機 K-4室外機 K-5室外機

K-7室外機

K-6室外機

K-1,-2室外機(新設)
既存室外機は移設

東
芝

三
菱

CS2

CS2

CS2CS2CS2

CS2 CS2

3,920

42,020 22,920

中継器

CR7
「70」

23

16

N

C

Ｇ.厚生棟_厨房

Ｈ.体育館

Ｆ.講義棟

中継器

25

既存棟日立EHP

Ｐ学生会館 K.生物医薬品工学

今回追加点

N(24,25)

監視PC
MS

PC3

HUB4

N

N

20

HUB

HUB

21

22

拡張ｱﾀﾞﾌﾟﾀ「71」 拡張ｱﾀﾞﾌﾟﾀ「72」

24

N

C

C C

Ｅ.研究棟(1) Ｅ.研究棟(2) Ｆ.一般教養棟

中継器 26

14

N：中央棟(BF監視室)

C：実習棟(BF旧監視室)

M：生物工学科棟(1F設備室)

設置場所

一般教養棟1F_EPS設置

H-LINK系統図

講義棟1F_EPS設置

低温室冷凍庫x4

No2ﾁﾗｰ

No1ﾁﾗｰ

設計番号

ME-12
機器更新工事

2025.4

検 印 担 当
工事名称

空調機監視 4階・R階 平面図図面名称

承　　認

設計年月日 A1：S=1/200

生物・医薬品工学研究センター(ＲＦ)

生物・医薬品工学研究センター(４Ｆ)

富山県立大学生物・医薬品工学研究センター他


